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例 一-1=1 

本田は域之内辿跡の発掘淵査報告1'1である。

澗査は、北町掛!旺l線]f<ぴ宮口町高見線街路'II~に伴う緊記調査として、車務香託契約丑び協定自

に基づき、香託者岐阜市(都市計画部道路述般疎)の淵資経費負姐により、受託者岐阜市遺跡

澗査会(平成 7~，度) 及び(J甘)舷1"，1市教育文化仮興事業団(平成 8-10年度)が実施した.

調査は下記各勾'!ltにわたって行った。

平成 7年度 平成 7年 7月10日~平成8年HI31日 (現地澗査整理作業)

平成B年度 平成 8'1'51'111'1-平成9年HI31日 (現地淵査整担作諜)

平成 9年度 平成9年 4円7日~平成10年3月31日(現地淵査整理作畏)

平成10年度 平成10年 4 月 l 日~平成lli~3 円 3 11'1 (盤理報告書刊行)

調査而積は2，13ο1ずである.

調査組織は下記のとおりである.

調査主体者

触阜市遺跡間資金型事長 雄勝左イ守i~ï (司ι成 7年度 岐阜市教育長)

(財)触阜市教育文化脹興事業団理事長 i査藤左布古 ('ド成 8-10年度 同)

事務局

岐阜市遺跡澗査会，11務局長 北川雅弘 (平成 7年度岐1~'1市教背番目全文化課長)

(財)舷阜市教育文化振興事業団埋蔵文化財潤資事務所長

安田五由1(平成 8-9年度 '11$聞事務町長)

戸間好提(平成10年度 l司

澗査担当 内堀印鑑(岐阜市教育委員会文化限(平成 7~ 度) 社会教育融(平成 8-IO'I'.!lt) ) 

締結佳治(岐阜市遺跡調査会主任澗在日(平成 7年度). (J吋)舷山市教育文化賑興事

集団常勤嘱託員(司'1;11;8-10年度))

主任淵査日 世l川祥子 ((1It)岨阜市教育文化脹興事業団)

開査員 池間利目・沢IIIO'-郎

開l't舗助員 棚椛34子ー森 ."子和田啓子辻 啓子

作業員 牧野利治ー白井郷弘立川 力相聞1.ニ 凹保国手1・八木1';;二 ・山本正雄

激削俊一 鷲見普治安田忠夫苅谷克己 山固定一 ー鷲見竜雄 ιl'野久美子

渡辺笑子江崎栄子林やす子山聞雅子早板冨司子安問金一 凹垣ふさ子

現地調査及び図而の合成遺物の洗い娘合等基礎的な整理作業は内掛の指導のもと縞詰が行っ

た。遺物実測作業は内助!の指導のもと池田が主に行い沢聞がこれを補佐した.

遺構図版の作成はMIEhが、遺物図版の作成及び遺物倒然去の作成は井川が行った.図版の卜レー

スは倉持が行った。

遺物の写真岨i影は佐雌t5文氏に依頼して行った。



9 本告の編集は内掘が担当した。

10 本告は第 1・2・4却を内堀が、第3訴を内婦の指噂のもと栂陪が執筆した。第 5章は新山雅弘

槌凹弥生雌掛久古崎美智子((抹)J'レオ ラポ)が執筆した.付章は藤担久井川祥子が

執筆した.

11 出土遺物にl到して下記の各氏に御教示を頂いた。

縄文i則。ト弥生中lVl土器藤田英陣((財)柚阜県文化財保溜センター)

須恕部 渡辺陣人(各務原市埋議文化財センター)

灰利陶器中国 尾野普硲(京都国立問物館)

山茶碗古 瀬戸大紫 勝海良祐((1甘)瀬戸 rlî~tt蔵文化財センタ ー)

'ì;~ rl't W木 修((財)瀬戸市忠誠文化財センター)

中世~近世土耐1;椛煮炊良 金子健一((財)瀬戸市埋蔵文化IItセンター)

近jtt-近現代漸戸奨部 凹口昭二

占si'ln、わらけ 箆真理子(植阜市原史博物館)

金銅製銚子 久保智康(京都国立博物館)

石器全般 西村勝弘(各務原市教育要員会)

12現地調査及びl!'!理作業の過程で下記の方々丑び槻聞に御指導。抑協力を賜った。

八質管 三崎晃三 千藤克彦藤岡比 呂志小野木学山朋哲也越前悦子中#均

久保~i牒 11l野普裕鈴木元締幕大祐大平霊子横fII宏。近藤昭二 。長良高等学校

(1甘)岨阜県文化財保護センター 多治見市文化財保i誼センター・(昧)ノeレオ ラポ

13 捌l't記録及び1.1.¥土品は(財)岐阜市教育文化傑興事業団で保管している.

凡 例

l 出土泊物の実測図面i尺は、土器は 1 /3を hì! Oljとし、石~ 石製品は1/2あるいは1/4、金属製品

は1/3である.

2 回転へラ削りの範囲は実線で記~.施糊範囲は 点鎖線で配した.

3 かわらけの横ナデ調整の範囲は実線で記し、断而のみの図では引き出し線で位也を示した.

4 )/l物の闘中.スクリーントーンの部分は赤彩の範囲を示す。

5 石器~測図 rl1の破線部は隠面の範囲を示し、実線は磁打而の範闘を示す.

6 遺構の略号は下記のとおり悶いた。

58 住居跡、 SD ...#ft. S K ."土坑、 P ピット. 5 X 土砂螺揃跡埋立て整地而ー倒木痕

性柿不1m自榊、 5...JIl石、 5R 集石状遺構(必ずしも人為的とは確定できない傑群を便宜的に県

石遺構と区別した名林として問いる)、 H 畑1.5 V...石担、 5E・，1戸

7 遺構の抑匝lは1/50を基本とし、別添図は1/100とした。

8 遺構のIi位はJUを示し、座標は国家座原第四ffi椋耳、に制拠する.
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第 l章発掘調査の経過

第 l節発掘調査に至る経過

平成6年度、蚊阜市都市計画部都市整備課(当時)から岐阜市教育委員会文化課(当時)へ瞳阜市

長且の宮口町高見線及び北町堀!回線街路事業(道路の拡幅等)に関連して埋蔵文化財の取り扱いにつ

いて照会があった。市教育委員会では、当核地は周知の城之内遺跡の一部であることから、文化財保

設法上の手続きと本~~査前の試価調査について説明した。 平成 6年10月 11 - 1 2日の 2 日間、道路拡幅

予定地内の 8ヶ所に1.5X3 m前挫のテストピットをlf"削し、土貯の状態等を検討した。その結娘、こ

の ~i}に戦国時iあるいはそれ以前の迎柄、遺物が存在することが判明した。 試掘調査の結架を受けて、

平成7年度以降に発掘調査(淵査主体は舵阜市遺跡調査会)を実施することとした。平成 7年6月16

日付けで文化財保護法第57条の 3の発捌通知が瞳阜市長から文化庁長官あてに提出された。これに対

し平成 7 年 6 月 27日付けで県教育長から舵阜市長あてに、 ~jHìîJに発掘調査を実施し記録保存在行う旨

の指示があった。.llt成 7'H月19日付けで岐阜市遺跡澗査会理事長(市教育長)から文化庁長官あて

に文化財保i理法第57条の聞出を行った。

第 2節発掘調査の経過

平成7年度 B月3目、道路拡幅予定地の最も東側の l区から発掴澗査を開始した。調査方法は、重

機によりアスフアルト舗装などの韮土部分を除去し、その下から手掛りでおこなった。この方式は他

の調査区においても踏襲した。調査区が最大でも幅 5mと狭い上、南側を道路、北側を公凶に挟まれ

ており土砂の移動等に困難を伴った。9月1旬までに 戦困問!の遺構而が確認出来た。この上用調査

の過程で、数ヶ所で深掘りを行ったところ現地表下約 3mに中世の遺物包含貯が存在することがわか

った。この下府については 平成6年度の試揃調査で見つけられZよかったものであり、取り扱いにつ

いて道路建設諜と協議を行った。その結梨、道路工事と連動して架設を政世して発掘調査を行うとと

で合意に迷した。10月23目、 l区上層の空中写真測量を実施。10月25日から 2区の調査を開始した。

2区上層の澗査と並行して l区下層制査のための架設工事 発掘淵査を実施した。 l区下層では中世

の柿や階段、石組辿椛などが、 2区上層では近世の土取り穴と考えられるものなどが見つかった。 l

区下層の調査は12月下旬までに完了した。2区上貯は平成8年 1月末までに完了した。

平成8年度 5月10日より 9区の澗査を開始した。この地区は 1・2区と土層の級相が全く奥なって

おり 過去の発』臨調査でみられた扇状地微白地を形成する黒色シルトや賞色シルト貯が認められた。

6月中旬には 9区の調査が完了し、 8区の調査を始めた。8区の淵査では弥生時代終末期~古墳時代

初頭の竪穴式住居と考えられるものや段丘且!と考えられる務ち込みが見つかった。この地区の淵査は

8月中旬で完了 Lた。7区については、 3ヶ所ほど 2m角のテストピッ卜による試掘調査を行った結

梨、苦しい撹乱と谷地形の内部と児られる洪水堆尉砂が認められた。この結wを踏まえ、この地区で
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の調査幅が約2.5mと極端にま相、ため、砂層を深〈楓り下げることが困難かつ危険であるとの判断から、

7区の発御調査は拭細澗査のみとすることとした。

8月下旬から2区下層の銀投工事を始め、 9円10日に発槻淵査に着手した。2区下陪では l区下層

から述統する rjl1!tの柿などが見つかり、 10月末までにほぼ淵査を完了した。3区に閲しては、 1. 2 

区とは興なり、架般を般位した憧上層 下層の澗査を行うこととし、 11R下旬-12月初めに架設工事

を実施し、 12月4日に 3区上層の調査を開始した.j'j~査の過程で、洪水で埋ま った近世の畑や滞状遺

構が兄つかった. 1 fl上旬には 3区下層遺構確認のためのトレンチ淵査を開始したが.西端で戦国岬!

の区画渦の 部が認められた以外、各トレンチとも自問地積による砂層や砂際府が認められたのみで

あった。3区の澗査は平成9年 l月末までに完了した。

平成9年度 4月7日より 6区の淵査を開始し、 71'1初めに完了した。6区では中1止の遺構群や戦国

191の区画消 火葬甚などが見つかった。5区の澗l'tは 6円30日に着手し、 9円相jめに完了した.5区

では戦国期の区画満が 2単位*西に並列して見つかった。

9月中旬から 4区の澗査に宥手し、 11月末に完了した.6 . 5区から連続する区画消の他に性枯不

明の型地状遺構などが見つかった.11R25日、区画湖の澗査中に満底から金銅製の銚子が l点ほぽ完

形の状態で出土した。

整理作聾 平成 7年度から平成9年度まで、現地淵査の合!日lを利問して、遺構図而盤型、出土遺物の

監理作業を鋭意実施した.平成10年度には報告書刊行のための作業を行った.

よよ
平属7年度 平正8年度 平底 9年度 平底"年度

sl-I"JuI"I'1 * 1415161*1_1，川'1'121341*1*1_1'判'1'1*ゆ16171sl-川'1"1'1*
1区上圃亮掴聞董-

'"区下層売掴調査 • 
町2区上層宛揖欄査 -2区下層発掘調ヨ -
国3区上層発掘調査 -3区下眉尭掴周到 -4区"..腐ヨ

5区発鐘慣ヨ -ロ6区発掘聞査 -・a -7区民掘聞査 -思墨

8 '"兜掘阿査 -
9 区発掘聞査 • 
遺構図面 盤珂
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第 2章 長良川扇状地に立地する遺跡について

岐阜扇状地(長良川扇状地)は半径約 6km、扇頂部と扇端部の高度差約15mの緩扇状地である。

扇状地の形成は、扇状地際層上面に弥生時代の遺跡が所在することなどから少なくとも縄文時代以前

と推定されている 伽 .現舷阜市街地の大半がこの扇状地上に乗っており、自主阜市の今挫の発肢を展

望する上で、扇状地上での先人連の営みを明らかにすることは不可欠である。ここでは、これまでに

行ってきた発掘調査試掘調査立金調査などの結果からみて長良川扇状地上に遺跡がどのように形

成されてきたかを考えてみたい。

l長良川右岸地域

城之内遺跡、福光花ノ木町遺跡、鷺山蝉遺跡、正明寺城之前遺跡、鷺山市場遺跡で発掘調査 試掘

調査が行われている。城之内遺跡では過去9回の発揃調査と 6聞の試掘調査によって遺跡の立地に関

する地理的状況がある程度わかってきた。この付近には古代以前、長良高校のグランド南側から長良

公園の南端を結ぶ線を北岸とする旧河辺が存在していた。この旧河道は中世を通じて洪水性の悟f買土

によって埋積が進み、戦国前半までにはほぼ完全に埋まりきったようである。旧河辺より北側は砂際

層やその上部を襲う黄色シルト府 県色ンルト層(県ボク)が安定して存在する微高地をなす。この

微高地上に縄文l血}割以来の生活の痕跡が連続して認められる。試掘12. 15地点では旧河道上に埋!i1し

た砂質土層が認められた。試掘13.14地点は扇状地の北端付近と推定されていたところであるが、発

掘地点で確認された娘ポク層と也統すると考えられる娯色ンル卜層が認められた。福光花ノ木町遺跡

では 2回の試掘淵査が行われている。この内17地点では地山と考えられる賞褐色シルト質の層が認め

られた。遺構 遺物は確認出来なかったが付近に遺物が大量に散布しており 、一帯が遺跡の一部であ

る可能性は高L、。このンルト層は城之内遺跡で見られた賞色シル卜層などと似た成因によるものであ

ろうか。鷺山蝉遺跡では 2回の試掘調査が行われた。18地点では洪水性の賞茶色砂質土が見られ.古

瀬戸や山茶碗が少量混入していた。城之内の旧河過を埋めた砂質土などと似たものか。18地点では時

茶褐色砂質土 貧茶色砂質土を基根として 9世紀前葉頃の竪穴式住居2軒が建てられていた。出土遺

物の中には多立の須1直結とと也に二彩 緑紬等が見られる。正明寺城之前遺跡は土地条件図では扇状

地北端から後背湿地にかけて位世するが、現地の状況は東西に延びる徴高地状を呈する。これまでに

3聞の試錨澗査が実施された (20-22地点)。いずれも地山は砂質土で、 中世の遺構や古代 中世の

遺物包古層が認められた。鷺山市場遺跡也 2回試掘淵査が実施された。23地点では砂質土層 傑府を

基盤とする戦国JlJJの鴻(おそらく区画渦)が見つかった。24地点では砂質土層を基盤とする 8世紀初

頭頃の竪穴式住居が見つかった。なお、城之内遺跡から鷺山市場遺跡にかけての長良川右岸遺跡群

(長良古々 川以北)においては、遺跡詳細分布調査の成県によれば古代から戦国押1にかけての濃密な

迎物散布が認められる。

2長且川左1:.'

発掘 試掘地区が扇頂部付近に集中 している . 金!J~山西館に立地する干佐敷遺跡では 3 回の発拙制

査により古墳時代から戦国時代の遺構 遺物が見つかっている。3次調査は最下段で実施されこの過



- 4 -

A 城之内遺跡、 B 長1.天神泊跡、 c稲光JI(A遺跡、 D 太田遺跡、 E 福光花ノ木町遺跡、

F 鷺山次郎丸遺跡、 G 鷺山蝉遺跡、 H 鷺山仙迎遺跡 I 正I~l寺峨之ïiíf遺跡、 J :鷺山市場遺

跡、 K 鷺山古墳府、 L 東(，J..'j131敷遺跡、 M 岐1'11城下町遺跡、 N 舷1;1城千畳敷辿跡、 0 岐阜

J修行所跡 p: 舷1~1.1J&‘跡、 Q : J¥殿町遺跡.R 栂町泊跡. S : j;耳目t町遺跡 T 大宝IJI寺、 U 鍵

思古崎、 V 鍵風見守遺跡、 W 加納械跡. x 水主町遺跡

※.は発.nii.企は試崩!地点を示す.破線はJi!状地のおよその範闘を示す.

※扇状地に古まれない遺跡の名称は古略した。

第 1園 長品川扇状地上の遺跡分布悶

(この地図は 5万分の l地形図 (岐1;1 大塩)を使用したものである.)
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間査地点 適 時 名 区 8'1 開査年 文献

l 揖之内遺跡 発 掘 市 教 垂 1世 S61年度 1 

2 " 尭掴県教垂 S日 -Hl年度 2 

3 " 発掘県センタ 1肱 H3年度 3 

4 " 発 掘 市 教 垂 2肱 H4年度 4 

5 " 尭掴市調査会 1-15 -""6年度 5 

6 ノF 発掘県Uト2次 H6-"7年度 6 

7 " 発掘市事車回 l渉: H7年度 7 

8 〆J 発掘市事童図 2~ H7-H9年度 8 

9 " 発 掘 市 教 畳 3次 >19年度 9 

1 0 " 猷掴 11811/29 -... 2!l 10 

1 1 " 試銅 H8I3/4 8※ 

1 2 " 試銅 118/即2 11 

1 3 " 試銅 119/5/2.6 12 

1 4 " 民銅 H9!S!26 12 

1 5 " 民組 IIIOM  9 

1 6 福光花ノ木町遺跡 誌面 1191919 12 

1 7 " 民姻 H11/1/27 未報告

1 8 鷺山蝉遺跡 民銅 HI卸1/12 9 

1 9 " 鼠掘 1110/2115 9 

2 0 正明寺城之前遺跡 鼠銅 UIO/l2J8 -... 12125 未報告

2 1 ノノ 試掘 " 未報告

2 2 " 鼠掴 " 未報告

2 3 鷺山市場遺跡 拭掴 HI1/1!2"'" 1/27 未報告

2 4 " 拭掘 1-111/211 -.. 2/10 未報告

2 5 岨阜城千量監遺跡 発掘 1次 SS9"'" 62年度 13 

2 6 " 発掘 2次 S63""" H1年度 14 

2 7 " 発掘 3次 H9 -.. HIl年度 未報告

28 " 鼠掘 1I8tゆ'/17--9/18 11 

2 9 世阜城下町遺跡 猷掴 1i9/12/1S 12 

30 " 立会 111β120 -3(1.2 14 

3 1 " 立会 1-17/12115 15 

3 2 " 工事中保集 1，19年度 12 

3 3 瞳皐事行所跡 試銅 1'18-9年度 12 

3 4 加納時二の丸跡 試銅 U7!12/4"""" 12/8 10※※ 

3 5 加納捕三の丸跡 拭掴 usn/22 "'-町田 11 
...仇・..、0.'..【晶司 . 
※※加納城本丸跡!J:嗣剥査は省略した.

第 2表 長良川町状地 lニの淵l'i地点一覧
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跡の形成にかかわる多くのデータが得られた (25-27地点)。岐阜城下町遺跡の立金制査を実施した

31地点では現地表下 2mに戦国期の遺構而が確認され、その上下に整地層が認められた。地表下 3m

で背灰色ンル卜層になるが、ここからは有機物や戦国前半期の遺物が見つかっている。32地点では、

工事中の保集遺物で出土状況土用は不明であるが、戦国前半期の遺物がまとまって見つかっている。

30地点では立全調査で灰色砂質土 円礁府を基盤とする16世紀後半頃の遺構而が確認されている。睦

阜奉行所跡の試揃調査 (33地点)では地山と考えられる砂質土層および隣府が見つかった。砂質土防

直上には少fJの戦国期の遺物を包む層が広がっているが、遺構は確認されていない。とのととから睦

阜奉行所跡付近では戦国期以前の生活の痕跡は希薄であったと推定できる。加納城跡は長良川扇状地

の南東縁辺部に立地している。過去 7聞の試掘澗査が実施されており(本丸5回 三の丸2回)、 三

の丸跡の 2回目の調査 (341也点)では砂傑層あるいは砂質土暗からなる地山が確認された。地山上に

は古代の遺物を包含する砂質土問が広がり、その上面に戦国期の区画滞が築かれる。さらに17世紀代

には大規模な盛土造成がなされ、近IM1K肉付城が築かれた。

3まとめ

長良川右岸。 左岸に分けて、これまでの発掘 試揃調査でわかったことを述べた。左岸の大半の部

分についてデータが全く無いなど不十分立点は多いが 右岸の概要と左岸扇頂部についてはある程度

見通しが立ちそうである。まず、城之内遺跡をはじめとする右岸の上流部に位位する遺跡群において

黄色ンルトや県ポクからなる微高地が見られることがあげられる。この微高地上に北半分が立地する

城之内遺跡では縄文晩期以来の生活の痕跡がたどれる。過去の採集資料であるが、この遺跡群に合ま

れる長民天神太田 偏光東B沼跡などでは弥並式土器、石器立どが採集されている。次に、分布調

査の成果などからみて、古代以降の右岸扇状地上では少なくとも長良古々川より北側では全域が生活

空間になっていた可能性が高L、。城之内遺跡のi閥査から推定する立ら 7世紀後葉-8世紀初頭頃以降

に遺跡が噌大した可能性を考えたい。長良脱寺の建立、JI!山道の創設などが背景にあったのではない

か。中世は遺構の状況は不鮮明であるが 遺物の広範な散布から古代と同様生活の場が広がっていた

ものと思われる。戦国前半期には、守護大名土舵氏の本拠地が革手から長良川右lFの福光に移ったこ
ゼ み Eて

とが文献から知られている。事実、この時間lに長良川右lJitには枝広館推定地、蝉封彊城館跡、鷺山城

跡など規績の大主主域館が東西に並列して築かれている。成之内遺跡の発姻では館の周囲に展開する

規則的な区画湘が多数見つかっており、同じ可能性のある満が鷺山市場遺跡でも見つかった。遺物散

布は前代にも憎して高密度である。この状況は [中島岡以記文」に活写された 「鷺山より掘田迄之内

侍屋敷 百姓屋敷入交り散々に有由j俗幻 という当時の繁栄の様を裏付けている。しかし、長良川右

岸では16世紀後半頃の遺物散布は極めて希薄になる。との状況はおそらく左Ji!で16世紀桂半代以降千

畳敷を Eド心とする城下町が顕在化することと一連の現皐であると考えられる。

一方長良川左岸の状況であるが、過去に殿町遺跡、童図遺跡、構旗町遺跡立どでは弥生時代ー古墳

時代頃の遺物が採集されている。瓦の散布立どからは大宝廃寺や鍵屋廃寺 厚見寺立どの古代寺院の

存在が推定されている。大宝廃寺では工司j:111に塔心礎が出土している。これらの遺跡は左岸扇状地の

ほぽ中央部の東西に広がっている。しかし、この扇状地中央部に閲しては発拙 試制のデ タがこれ

までのところ全く存在していなL、 この地域は市街地の中でも都心部と重桜しており、遺物保Jtとなど
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は困難であるが、色々な形で遺跡の存在、土層の状況の確認を早急に進める必要がある。左岸扇頂部

については、千畳敷遺跡で金華山西麓部から後期古墳が発掘されているのが肢も古い遺構と在る。そ

のf最も古代 。中世を通じて遺構遺物が見られるのは千世敷遺跡唱山施部分のみであり、扇状地面が

生活の場に使われた形跡は見つかっていない。戦国前半期になると)fi物が認められる地点があり 16 

世紀後半以降はさらに而的に拡大し走ものと考えられる。17世紀代以降の状況は考古資料からは断片

的にしかわから立いが、岐阜町として繁栄してきた。明治維新以降も乙の地域は植阜市の中厄部とし

て発展してきたが、明治24 (1891)には濃尾大震災によって生械が焼失するという被筈を受けた。部

III震災によって焼失した岐阜尋常小学校などの瓦~riを捨てたと考えられる廃棄土抗が岐阜務行所跡の

発掘調査によって見つかっている (33地点)。

注

i 井関~，太郎 19剖 「岐阜市の地形および地質Jr岐 阜市 史通 丸編 原始 古代 中tせJ岐阜市

2 岐阜市 1976 r岐阜市史史料編近1!!1 J 

文ぬR

I 岐阜市数脊委員会 1鋭知11r城之内遺跡 '"長!l中学校建般に伴う敏阜大学跡地の雪終結発御鯛査 』

2 岐1;111県教育安員会 "刷 『械之内遺跡長良高等学校体育館鐙鮫に伴う岐阜大学跡地の緊急発臨調査報告街1

3 側満点阜県文化財保磁をンタ 1991 r城之内遺跡UI

4 岐阜市教背安民会 1999r城之内遺跡長良公園盤備事業に伴う黙:.，:¥発御開資 1 (節 l分冊)

5 岐阜市遺跡調査会 1996 r劇団 総定内ー岐E為市堀問土地区画監埋事業にともなう発鍋調査 』

6 ・8‘jil;l~;!，.文化財保喝をンタ 1997 rJ;li!田城之内遺跡岐阜斑状線路慢工事に伴う緊急発御調資報告'91
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第3章層序と遺構

第 1節 層序(第2図)

1-6区の土層

長良公岡(1-4区 北町期回線)丑び県立長艮高校南側 (5-6区宮口町高見線)の道路拡幅

工事にffう発掘調査区は、戦国時代の居館(枝広館推定地)の所在する台地の南側縁辺部にあたり、

中世一戦国時代にかけて迎構、遺物が多く発見された。付近一帯には、幾度かの長良川の洪水による

堆般と考えられる砂質土が厚〈全面に担iっていた。

I層(表土) 発掘岩手前は、北町堀回線の北側に隣接する土地は各道 未来怖の臨時駐車場(1988

'P-9月)として使用されていたため、地表面がアスフ アルト、昨石 硬化処理剤で厚く説われて

いた。4区より酉は、砕石が敷かれている状態で 5 . 6区では地豊から15-30cmで学校の整地面の

賞補色土(花尚岩のマサ化した土質)があり整地面の下は、時灰ー黄灰色砂質土が40-5Ocmほどの!早

さを測り、近代洪水唯績と見られる。学校建設以前は 付近が桑畑等に利則されていたらしく、知|か

どうか確実でないが断而に畝状の起伏が確認された。3区では、灰白色砂層を除去したところ畑の耕

作面が良好な状態で検出された。

E層 制色砂粘質士一黄灰色細粒砂賀土で、戦国時代の洪水堆積。 l区J-N. 2区Aで大量の傑と

共に灰白色砂粘質土を突き固めたE草地面と考えられる低い盛土遺構を検出した。標高は18m弱。4-

5区では、区画満、 土坑等の遺構が皿層上而から検出された。検出而の標高は およそ18.5-18.9m

付近である。2-3区では戦国時代の遺構而が削り込まれて大部分失われたものとみられる。遺構の

即同込みの主な原因は畑の耕引や学校建設によるが、岐阜大学移転植の廃材が埋め込まれたゴミ穴ら

しいもの色部分的に散在する。

E眉黄茶耗j色砂質土を主体として部分的に砂粒、 1-3cm大の円礁を少Iil古む。また灰白色ン

ルト質斑文がみられる。標高16.5ー17.5mのレベルが梢色砂粘質土を主体とする中世の洪水雌積層で、

部分的に砂や畷を古む。遺物も洪水時に紛れ込んだものとみられ、 UI府中から山茶腕、かわらけ等が

骨量出土。

町層 階灰~灰白色のやや潤い砂粒を主体とする洪水堆積層。鎌古時代の山茶腕、常滑焼が出土。

V眉 河床部を思わせる傑府で、上部は鉄針の沈殿貯が 1-3cmくらいの厚みがありやや回L、。その

下は、鉄品'1のit殿、砂粒は殆どみられず5cmiIIJ1去の礁が主体となり締まりが弱い。本府{立に対比され

る3区下層発掘、 SX 19、SK46断ぢi'J1Jりトレンチでは淵査範囲が狭く限られるが遺物の出土は認め

られなかった。

7-9区の土府

県立長艮高校西側の宮口町高見輯l拡幅工事に伴う 7-9区の発掘調査では、旧河過の北側段丘而と

段丘下の谷地形が認められた。

I層(表土) 地査部分は、書道でありアスフアルト、砕石が桜う。下部は、拘色砂質土で学校以前
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の耕作こtであろう。しかし、この耕作土は学校建設や解体工事が行われるうちに大部分が央われ9区

では、遺構而まで掘削の影響を広く丑ぽしているa

E眉 賞制色細粒砂質土。 9区では、舵乱の影響が強くはっきりと確認出来なL、。 8区A-Eに比較

的よく残っていた。上部は、畑の耕作土と区別が難しい。本層は、洪水堆積とみられる砂質土で古墳

時代の遺物を包含する。遺構の検出面が、標高18.9m付近であるが実際の遺構面は19.3m位のレベルと

思われる。

E層 暗制色土~照褐色土。府厚は、平均的に30-40cmを測るがQ大で60cmに遣する。遺物の出土

は少ないが、縄文一弥生時代の遺物包含陪と考えられる.

W層 紫色士一漆黒色土居。層厚は、平均的に20-3()cmを測るが最大で4()cmに遣する。遺物の出土

遺構は認められなL、
V層黄補色粘質土。遺物の出土は認められない。

地区 厨位

注記名 報告脅名 注記名 報告書名

DS 1 . 2区 US.FU II層

2DS 3区 F 1II層

3DS 4区 LS W周

2MT 5・6区

MT 7-9区

第3表地区府位変換褒

第 2節遺構

(1)縄文~弥生時代

なお、第3去に地区 屑位の名称の注記名と報

告!~名の変換表を掲載した。

縄文時代あるいは弥生時代の遺物を伴う催実な遺構は発見されてい立いが、 8. 9区で確認された

SK2.SK3.SX21が埋土や遺構の切り合い関係により縄文~弥生時代の遺構と考えられる。な

お、黒褐色土上層中(皿屑)から僅かに縄文土器片や石器類が11¥土している。

S K 2 (第 3図)

8区D、SB3北側周堤(住居の外周をめぐる堤防上の盛り土)の下部で、検出した土坑。不整桁

円形状のプランを呈するものと考えられるが、東側半分が発鋸区域外で本来の形状を詳しく知ること

は出来なL、。南北径1.1m強、深さは北側で25cm、両側で3()c加。埋土は、賞褐色砂粘質土~暗補邑砂

粘質士。埋土中に遺物は出土しなかったため時期在確定することは難t.，l、
S K 3 (第3図)
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9区E、不整円形状プランを呈する。漆m色土地山から掴り込まれた土坑と考えられるが、埋土は

品1色土で、賀補色粘賀土地山まで削り込みを行わないとプランの検出が出来立い。南北径70cm、東西

経55cm、深さ lOcm。坦!土r:1'に遺物は出土しなかったが、 付近で縄文土器片が少i;UU土していること

等から、縄文時代に帰属する遺構の可能性が高い.

S X21 c (第3図)

9区Cの中央、Jl[ll!側に半円形のプランを検出した。:w:側プラ yは発端区域外で形状を知り得ない

ため.はっきりとした結論を出せないが円形状プランに立る可能性が考えられる.しかし.西側担土

を除去した結果 必ずしも人工的な部ち込み(土坑)とは雷えないと判断し、闘に近接する SX31 a 、

S X31 bと関連する倒木による部ち込みの一部と考えた.埋土は娘色土で、出土遺物情し。

S B 1 (第4図)

自区Aの北半に位置する.方形プランを呈する住居と考えられる.南半部床面と南側壁の立ち上が

り部分を確認した.南ll!は、JI[西方向の直線で束、北、西盟と凹隅部分は発掘区域外のため、規棋及

び細部の構造は不明。床f日からの立ち上がりは、酋1世の土防観察によれば傾斜角が70度で、高低差が

450m程である。床而については、少なくとも発抑範囲内で焼土や貼抹構造は確認され立L、。埋土111か

ら弥生時代終末期の遺物が出土している。

( 2 )古喰時代

古I(j時代の遺物(須恕端、土師器)は、量の多少はあるものの今回の発樹別査区峨の全体で出土し

ている。 しかし、骸)1)遺構の検出については 8区A-Eの範囲にのみ限られる.古境時代の主要な遺

構は、 住居跡3棟、ピット 6謀、性格不明遺構 l器、石組遺稿 l基である。

S B 2 (第4図)

自区A-Cに跨った位置にある。方形プランを呈する住居と考えられる.8区Aの南東位置で、北

側コーナー部を検出しており、平面屈折角が80度前挫でやや鋭角な感じを受ける.仙のコーナ一部分

は、発掘区域外で米崎認.南北軸方位は、北から東へ柏崎度按れ、長さ6.3mを測る.東西方向につい

ては、発銅区域外でlII.肢を確la出来ないが、東ll!では表土からの大きな撹乱が床而を破っているため、

住居の東陸部分は完全に破話題されていると判断される。西il.!の土層観察によると 南側に高さ250m内

外の蒲鉾状の断而を有する附誕らしき盛り土の痕跡があり、その頂点から床面までの/:，0;低差は縦lcm近

くになる。掘り方は、さらに20-3Ocm深く "商社i色砂粘質土が10-15cmとその上に、明淡黄灰色粘

質細粒砂が12-1&mの厚さでmなってl、る.この2枚の府は、埋土中の遺物出土状況と比較して.土

師器細片が僅かに混じる程度で、遺物の出土が殆ど情く貼床して突き固めたものと考えられる。また

南側の立ち土がりに近い位;aに径40cm、深さ 250mflの部ち込み断而をみるが)ì"，~では情〈ピットと

推定される。住居の北側床而には、長径19cm、短IJH6cm、深さ 8cmのピッ1- (P23)がある。なお、

北側の立ち上がり部分では閥挺状の隆起が認められず、住居埋土の上に北から市に向かつて、長さがj



-
 1

3
 -

汚れた盛じの脅灰白色砂粕.土
貧灰色と灰白色の砂事由貿土が入り鎗

じる
n 灰白色.倣砂
~灰白色綱位妙~よ旬砂徹子細〈や

や時色
略灰色帆総砂
灰ヨ夜禍色~同府側色・微妙
灰奈何色細微妙+木炭包
暗貧灰色綱絵砂
償1l::R灰色信裕砂

お
お
明
u
m
m
m

26 

21 

'" 5B' 
"貧灰色値微妙+灰白銅位砂m文岡 " 

孔目立ち嗣まり弱" n 
"候茶褐色網勉砂+本炭給僅かにd音色F
"積債灰色砂鮎慣土プロック+木炭値

.. 時"実質灰色給質.飽砂 "よ"やや
鯵種子包い

" 略循色砂航貧土+滅期色企混じの
"樹職住崎健灰色編組砂
"附貧灰色砂質土首長則包土iIll:句

"剥佑往時貸灰色..砂
同制約個師白色網棚
a 貨灰色綱嘗砂

8区BV8EA 「刷

21 

一一一一一一ー一一-----¥-
8区西壁土周回(A-A')

除石

4 

~ミEj
~/ ， ♂ 

ι ， アスヲアルト

2 ." 3 ，降土 偶色土ー貿灰色繍徹砂
4 明策欄色.位砂岡孔目立ち

."弱い
5 茶何色綱位砂+ホ.種子
6 滅茶側色.，担砂+木俊佳子

無ヲぽ〈桝れた土
7 削色~赤色銚土
8 ・..何色砂貿土 義ら8‘、
9 演ヨ高欄色繍鐙砂+木炭粒子

'" ，定側色・m砂

一一回

p
一一

軒 '<fIF-J 01 

ど"伽n

o ""'" ‘~二三~

遺物ili.:L状究 (B-別スケル

e 

ミミB 

A 

酬
明
ゐ
図

x・-6t642

T 下
町

アT T 

x・-61.648
十

8IRCマ8区Bx・..必3

T ~ A 

∞
肉
耳
障
いけ週

5B' 

十Y-o4x・-61.646
十 Y-Mお2

。
p23 寸子〉

未発掘

i i よ

ど/¥
一、

明

田

】

ご
匪
鴻
草
Z

図

o 2m 

ヘ
".， 

l。
".， 

ぷ仔kz
ES2ド Hrz置¥斗官

，，' s 
言

。

伊

。

ョl
 

m》

N
O

N
-
M
O可

l
」
ヤ

i昔。。
?iy JTF〉 ir

t 十♂S



- 14 -

1.2m、厚さ 5-2Oc加の不整レンズ状に黄灰色細粒砂が立ち上がり部分を切って上に被さっているこ

と等から周堤部が植に削平された可能性が考えられる。 また、床而南東に住居の南北方位とほぼ同じ

でかなり凹凸の目立つ浅い落ち込みをみるが、人為的立ものと言うより水の浸企か何かの自然現皐に

より生じた段差のようにも感じられる。

S B 3 (第 5図)

8区DEに跨った位自にあり、方形プランを呈する住居と考えられる。南北方向の復元方位は北か

ら東へ5度振れている。南北に台形状の盛り土の痕跡があり、住居の周堤と推定される。しかし、周

堤とみられる盛り土は北側の西壁に按した東西40cmほどの長さを検出することが出来たにすぎなL、
周礎部は、元々東側半分近くが蛮土からの償乱で破脱されていたが発掘範囲が東西幅15mと5如、うえ

ベルトコンベアーを現局内に設置していたため、特に南側周堤部の検出が間に合わなかったことから

どの程宜遺構が残っていたか良くわから 1.<¥、。床面から周堤の上面までの高さは、商北とも35cm程度

で西壁土陪観察により南側周堤は僅かに上面が削平されているのが判る。住居内において 北壁付近

に黒色を帯びた焼土面がやや南に張り出した帯状に検出され.焼土を破って径28cm、深さ 5cm内外

の円形ピット (P25) 1 基がある。また、北側周礎下のw:壁側に古い土坑 (SK 2)があるが 竃の

痕跡は認められない。南側周旋付近では 東鐙側に撹乱があったため調査の開始にあたって、試掘ト

レンチを入れたがその直ぐ北位置の床面に石組4があり、さらに20cm北に離れた位置で土師器費が潰

れた状態で出土した。しかし、石組と土師器聖書は表土からの撹乱によって上部がすでに削り取られて

おり完全な出土状態では立かった。また南側周駐の基底而の高さと等しいレベルで土師器片や長さ

35cm.幅2加 nもある大きな川原石が盛り土中に埋め込まれた状態で出土した。

S B 4 (第 5図)

8区Cに位置する。北側は SB 4に切られ残存していなかった。南側はコンクリート製の配水管

(直径45cm)が埋設され、発拙調査が出来刷、った。限られた調査区内では、掘り方部分の検出に至

らず焼土面の一部を検出した程度である。出土遺物も極めて少ない。焼土薗は、北側のSB2に接し

た辺りに広がっており、 1早さが 3cm程度で赤色を帯びる。南端付近では黒っぽい焼土に変化して厚さ

が15cm程立となる。埋土の上面には、 SX32とピット (P22・P24)があるが、いずれも浅くて住居

の床面には達していない。また、東日E側に表土からの撹乱があり発掘当初、南北1.9m、東西帥cmの

試掘トレンチを入れたが撹乱の影響也あって床而は確認出来なかった。今回検出した住居としては最

も情報が少ない。

P20 (第4図)

8区Bの中央北寄りの位世にある。長経44cm 短径33cm 深さ28cmの桁円形状のプランを持ち、

遺構検出レベルで平板状の川原石 l個が出土した。出土遺物は無かった。

P21 (第 4図)
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8区Cの中央北寄りの位世 (P20の南、約 5m離れた所)にある。P2日と同繊の構造で、長径44cm

短径32cm、深さ37cmの楠円形プランを持ち、遺構検出レベルで平板状の川原石 l個が出土した。出

土遺物は無かった。

P20. P21は何らかの建築物の対に止る柱穴と思われる。遺物がないので時期は明らかでないが、

該期遺構に吉めた。礎石状の石を配するピッ卜で、やや特巣立構造となるので、あるいは古代まで降

るかもしれなL、

S X20 (第5図)

8区Cの中央やや東寄りに位位する。南北長さ85cm、東西幅50cmの不整長方形状を呈する東側検

出ラインの中位世から東西に変わる直線ラインが検出された。南端部分は撹乱が深く入っていたため

平面形状は明らかではないが、西側が10cm、東側がl&mほど鋸り下げて、焼土や灰の混じった砂質

土を埋めて整地したような泊梢であり、西側の土坑状のプランの中央北寄りの位世に直径20cm、深さ

7cmの円形ピッ卜 (P24)があり、付近一帯の遺構検出レベルと洪水性の砂の堆積で現われていたご

とから、何らかの建築物の柱を支えるため叩き締めの出来る土と入れ替えたのではないかと思われる。

しかし 発掘範囲が狭いことに加えて上部からの畑の耕作、東側に大きな撹乱があって遺構全体の線

相がはっきりしない。埋め立てた土のq"に土師器片がいくつか含まれていたので、古噴時代の遺構と

考えられる。

石組 4 (第5図)

8区Eの東側、北寄りの位世にある。東側壁に接していることから、石組遺構の全体を発掘してい

立いかもしれないが、南北剖cm、東西50cmの範囲に 8-35cm大の川原石11個が密集している。石材

には 焼けた形跡が鮪〈破捌のみられる也のが古まれる。SB3床面直上に敷石されたような状態を

呈し、位置的に住居南側入口部分と推定される。

( 3 )中世

中世の遺構は 1 -2区下層、 5-6区を主に分布している。まず、 1-2区下層では段丘下の地

形でSD2、SX 6 (石段を伴う土坑)、治の埋土中に SR (集石状の遺構) 6.，が検山されている。

5-6区では 南側に張り出した舌状の台地地形と考えられ、溝、土坑、ピット、 SX (性椅不明遺

構及び倒木瓜)が多散検出されている。次に代表的遺構について説明する。

S 0 2 (第6図)

l区F-K、2区A-Gの下層で検出された。柿の発掘範囲は限定的で遺構全体の規模は明らかで

ない。SD2の特徴として、 l区下貯の澗査範囲では、満の主軸が発掘区内にうまく納まり、満の厨

が直線的で、横断而が逆台形状から弓形状を里し人工的に揃削された満である印皐を強く持つ。とこ

ろが、 2区下貯の調査範囲では桝の横断面が発掘区内に納まりきらずに北の方へ長軸が振れて主に南

側傾斜面の検出となったが、*から酋へ移動するに従って、人工的な滑から自然流路に近い性質を持
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つようである.満の府部分は緩やかな蛇行をみせ、傾斜面也緩く全体に締まりが無くなってくる。満

の中には、 5X 6 (石段をf1'う土坑)がありこの満の特殊性を感じさせられるが、満の用途について

はわからなL、。

S K 11 (別添3図)

6区Fの西寄りの北壁に入り込む位置にあり、南側半分程度を尭掘したと思われる。プランは長方

形状を里し、東西幅約 1m、深さ250mの規相。長軸方位は、 1じから東へ20度振れる。

S K 12 (第9図)

6区Cの北壁際に位位する。正方形に近い不整五角形状のプランを皇し、 東西、甫北径がL05cm、

深さ30cmの規脱。遺構検出レベルで、南東附に長径20cm 短径15cmの扇平川原石が l個出土した。

埋土は、茶灰白色砂質土で木炭粒を含み山茶腕、かわらけ細片が若干出土した。

SK時 (第10図)

6区Hの南側車寄りに位置し 円形プランを呈する。径1.3m、深さ65cmの規舵。埋土中からの出

土遺物は告なく特に目立ったものはない。

S K17 (第10図)

6区Hの北壁寄りに位但し、円形プランを呈する。径12m、深さ30cmの規殺。埋土整地面とみら

れる 5X31を切る。

S K18 (革10図)

6区 Iの北寄りに位但し、 円形プランを呈する。径1.3m、深さ40cmの規模。周囲に展開する遺構

(5 K24， 5 K45， 5 X25， 5 X30)を切る。

S K21 (別添3図)

6区GHの南寄りに位低し、北側半分が 5K1Oに切られ.南側は5K22と試掘トレンチに切られる。

東西長さ1.85m、南北幅不明。深さ30cm。

S K24 (第10図)

6区 Iの北寄りに位但し、不整長方形プランを呈する。長さ 1.05m、幅85cm、深さ75cmの規模。

5 X25を切り、さらに 5K24と5X25を5K18が切る。埋土除去挫の南北断面が起伏のかなり大きい

山形になり、樹木の根を掘り抜いたような山形の底而形状を呈する。

S K26 (第8図)

6区A南西隅に位白し 不整方形プランを呈する。遺構の南と西が発掘区域外に止り平面規模は不
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明。深さは3()cmで底面から P115、P116を検出。東側の 5K50を切る。

S K27 (第8図)

6区Aのほぼ中央に位置し 長方形状のプランを呈する。東側部分は大きく 5K27に切られる。北

側のPl08を切っており、南北幅7()c曲、深さ2()cmの規棋。長軸方位は、南から剖度東に振れる。

S K28 (第 B図)

6区A南寄りの位置にあって、すでに東側半分が破尉されており 平面形状を知り符立いが方形ま

たは長方形プランを呈するものであろう。深さ13cmo5 K47、5K27、5K50を切る。また、現代の

5 X23によって北東側を大きく破鹿される。

S K31 (第10図)

6区Hの北寄りの位li:lにあり、不整円形状プランを呈する。長径7&m、短径64cm、深さ21cm。埋

め立て整地而と考えられる 5X31を切る。

S K32 (別添3図)

6区Fの中央東寄りの位置にあり、不整円形状のプランをEする。長径1.32m、短径1.18m、深さ

5()cm。北側の 5K47と南側の 5X6を切る。

S K33、SD5、SD 8 (第8図)

6区Bの東側北寄りの位置にあり 北側部分は発掘区域外に入り平面形状を畑り符なL、。 5K33の

南東寄りの位置で、ほぽ完形の山茶碗が横位置に直立した状態で出土した。この山茶碗に接して長方

形プランで赤色を呈する焼土面が確認され、高い温度で加熱作業が行われた形跡と思われる。焼土の

範聞は、南北2()c皿、東西幅12cm、深さ 12cm以上。また 5K33の埋土中カら 1cm足らずの鉄棒とみら

れる金属片が僅かに出土した。他に 山茶碗の底部で比較的残りの良いものが出土した。5K33の南

側に南北方向の規模の小さ在滞状遺構505と508がある。 5081主、 5X23 (現代)によって破

寝されるが、 505の方は形が良く残っている。 2つの満は、幅が75cm程有り80cm程度の空InIをお

いて並列する。東側の505が収束する位世で. 5 K33の南東コーナーと接している。西側の 508

は、 5X23が5K33の南西コ ナ 付近在壊しているためはっきりし主いが、 5K33と2つの溝は意

識的な配置のように恩われることから一組の遺構ではないかとも考えられる。

S K51 (第8図)

6区Aの西北隅に遺構の 部が検出された。プランは方形もしくは長方形で規模は大部分が発掘区

域外のため何も知ることが出来ない。灰褐色粘質土の埋土で、 土坑として掛ったが埋土整地遺構のS

X30. 5X31に性脳的に近いものであろう。
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S X 6 (第11図)

1区下層GHに跨った位i世にある。東西4m、南北 2mの不整長方形を呈し、 SD2の満底からの

深さが叫cm規模の土坑。 ~_~ OI嶋}而は20度前後の比較的緩やかな傾斜で川目!石を 111いた階段が設けられ

る。 SD 2とSX6の内部雌摘が共に同質の洪水堆刷砂であり、 一時期に埋脱した可能性が高く切り

合い閥悟は確認できなかった. したがって SX6がやや早い時期に造られた可能性はあるものの5

02と同時期に埋没したものと考えられる.石段は.10個ほどの川原石をf，J;1IIして、 8段に第かれて

いる.石材の一部には、被熱痕を残すものもみられ石村転問が推定される.石段の最下部には、上

而が平喧な長さ47cm、幅25cmの大きな踏み石在位<.その東側は、長径 1m、短i量80cmの規綬の土

J/J:底而である。また、石段取上位置から 2帯自の長さ40cm、幅30cmの架の実状のIIIも彊12のある石

は、向張った部分のない石で、カ自憾の大人でも紫手で抱えてなかなか持ち量~べるものではない。 こ

の石の北側と西側に各 l個づっ、石が僅かに重なるi立自に配世されることから石段はもう少し長く続

いていたものと考えられる.この凪大の石を起点。に石段が二子に分かれていることから踏み分け石と

みるととも可能である.

S X25 (第10図)

6区H-1に跨る位凶にあり、遺構の東南部分がfti控に入り込んでおり、未発倒である.全体の平

I日形状はわから主いが、Jl!西のコーナ一部分に舌状のi;nり11¥しを持つ不艶長方形状のプランを呈する。

長軸方向は、北から西へ70度振れる.張り出し部を除いた長さが4.05mで、南西附の弧り出しは半径

50cmの半円形状の弧を描く .また、北西附は長方形状を呈する土坑 (SK24)と円形土坑 (SK 18) 

とに切られる。 SK24はSK 18に切られる。北京附の弧り出しは、東に55cm突き出し、幅45cmの規

脱がある。また 東側に幅30cm程のfif状の平ら止段を持つ。床而は、全面的にやや硬化した感じがあ

り、ピット 4基が検出されたが、 SX25に伴うものかどうかはっきりしない。四日ソドには、厚手の山

茶碗の破片が大量に古まれ、 w磁の破片も比較的多く見つかっている。遺物の出土状態から、破!ll審

器の廃棄と思われるが、 SX25が本来どのような遺構であったかは不明である.

SX26a-d (第11図)

6区F南壁寄りに位目する.南北方向に長い不定型なプランを有する務ち込みが並行に 4基接触し

ているが、人為的に掘られた土坑等ではなくおそらく 倒木瓜跡であろう.本来I'jl心部(b )に形成さ

れる隆起(膝 ロームマウンド)が存在しないのは、倒木の根本が邪胤になったので抜き取ったため

であろう。周囲の蕗ち込み(沌 a c d)は、 40cm印I挫の深さで、それほどの巨木ではなかったと考

えられる.埋土中からの遺物の出土は少ない.

S X27 (第11図)

6区KLに跨った位自にあり、戦国時代の区画渦 (S0 7)に北側のー却が切られる。長軸は、北

から東に25度娠れる不粧台形状のプランを持つ。西側現存長さ2.4m、東側長さ 1.7m、幅4.8m、深さ

45cmの規模の編り込みである.しかし 一般的な土坑とは興なり灰白色の砂泌じり粘土質の土で埋め
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炭された特殊な整地而と考えられる.このような整地面を遺るのは、付近の地山が砂も Lくは砂質土

で、水を古むと地盤が不安定(泥沼化)になるためではないかと思われる.遺物は、厚手の山茶碗が

完形で検出面から出土したが.埋め立てた土の内部からは殆ど遺物の出土をilllめない。同様な性絡の

遺構は、 6区AのSK51、6区 IのSX30、6区HのSX31がある.

S R 6 (第12図)

l区1Jに跨り、北陸の中に入り込むSD2埋土上層部に位也する.したがって、全体の規模は不

明であるが東西3.5mの範囲に、 8個の川原石 他"がみられる.長さ40-45cm大の石が3個有り、 12

-2Ocm大の石が 5倒で西に向かつてレベルを減じる。被熱痕を持つ石が、少なくとも 4個含まれ、

破!Jl艇は l個である。

S R 7 (ti112図)

2区BCに跨り SD2の中央を占める埋土上層部に位位する.長軸方向は、北から西へ65度前後

援れる長柿円形の範囲に大小18個の川原石が散乱する.長さ42cm大の石 2個を政大に、位小は 7cm

大の石である.その内舷I!l傑は5個ほどで、被熱岐を持つ石が少なくとも 5個古まれる。

S R 9 (ti112図)

l区Gの中央車寄りの位置にあ旬、 SD2の中央を占める埋土上層o Jl(西1.8m、南北 1mの範囲に

大小13個程度の川原石が大きく 2群に分かれて分布する.東併は、 5個の川原石で構成され、厳大の

川原石は、長さ47cm大の枕状を呈する円際。段小が長さ 7cm大。破lJl畷3価。被熱痕のある石は未

確認. 西r.別立 8 倒で構成され、位大の川原石は長さ 47cm大の枕状の円傑で、 !~'J、が長さ 20cm大の破

損礁である.破損際は 2個.被熱艇を持つ艇は 6倒みられるが、全体的に縦跡が弱く判定が難L.~ '0 

伴1.1.¥遺物は、山茶碗、常消費破片がある。

S R12 (第12図)

l区Jの南側、西端部に位置し、 SD2の南側斜而に 4個の川原石で構成される規棋の小さな集石

状遺構である. 破担1傑は l 個。 被熱痕を持つ石I~3 個. 北位置にある石は、上而が平担で、 隅丸三角

形状を呈し長さ35cm、幅30cmの大きさがあり、全体に強〈火を受けた形跡がある o S 0 2の南斜面

中程の高さで踏み石のような状況を呈して出土した.

S R13 (第12図)

l区Kの南側、西寄りの位置にあり、 SD2の南側斜而に近い思土上層部で検出された。構成する

艇は大小 7個で東に 6個、約50cmの空間を持って西に1倒が単独で符在する。破I!l礁は2個。全て

の石に被熱痕がある。

( 4 )戦国時代
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戦国時代の治構は 1-2区上層、 3区MN-5区に集中している。検出された遺構の主なものは東

西方向に並列する区画滞群で、埋土中から大量のかわらけ、瀬戸差損陶器が出土している。区画満の

検出範囲は 3区MN-5区にほぼ限られる。 l区GHの南北方向の溝は、発掘範囲が狭いため区画

満の確かな情報が乏しい。区画渦以外では、 l区J-2区Aの範囲に大抵の際と灰白色砂粘賀土で突

き固めたような遺構が検出されている。付近に特徴的立石組遺構とJI;石遺構が検出されている。 4区

H-Kの発掘範囲において、窪地状の地形が検出され石組迎榊の周囲でかわらけ、瀬戸美濃陶器、中

国製磁器、土鍋等多散の遺物が出土した。

s 0 1 (節目図)

l区GHに跨った雨壁側に位也する。I南の長軸は約10度東に振れる。発jlU範囲が非常に狭く、満は

長さ 1.3m、幅 1m、深さ35cmの規棋を確認したに留まる。北端の収東部分が発掘された。北側の内

側斜面で平願状の川原石の下から完形のかわらけ l点が出土した。

S 04 (第14図)

5区 J-M， 4区M-Pの発掘調査範囲で東西方向の満が確認された。長さ約42m。幅は 南北方

向が幅広で90cm、東西方向が30-50cm。遺物はかわらけが多く 淋の埋土上半部の褐色砂質土層に

集中する。

S 0 6 (第13図)

3区MN、4区A-Fの発掘調査範囲で東西方向の渦が確認された。3区Mの北壁寄りの位世に南

東コーナ一部分を確認し、 4区Fでは端部の鈍い切先状プランを呈して不自然に湘が収束してしまう。

東西長さ52m、幅O.9-1.4m。深さは、滞底が安定した水平而で主いため凹凸而となり75cm前後の深

さがあり、最深部で際暗に達している部分がある。504が4区Fで突然収束してしまうことと、 i.可

底が凹凸面を成し仕上がりが今少し良くないなど渦の掘削工事途中で洪水により埋没した可能性也

考えられる。また、 4区Aの満庇直上で金銅製銚子が出土したが、洪水見事で埋没したものと考え

られる。

S 0 7 (第15図)

5区A-Ho 6区K-Nの発掘刺査範囲で東西方向の渦が確認された。東西方向の長さ約57m、幅

0.8ー15m、検出面からの深さ30-4Ocmであるが、本来60cmくらいの深さで、幅もより広いものであ

ったようだ。この満の型自主(洪水による)植に 6区Kの507コーナー(南北方向)付近で満内部の

洪水堆積砂を除去して基(火葬墓5X 18)を築いている。また、r;可の埋土上階部に 5R4、5、8が

みられる。遺物では 5区Bの上層と 5区Cの下層で甚H!}文字のあるかわらけが出土しており、特に

5区Cの下層の盛脅かわらけは紺|かく破砕された状態で10数個体が発見された。今回の発掘調査では、

507以外の鴻で皇H!fかわらけは出土 していないこと、 507内部でも 5区BとCの 2ヶ所に集中す

るなど出土状態に特徴がみられた。さらに、 5区Gの真ん中あたりの下層で東西60cm、南北40cmの
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範囲に完形かわらけが二重から三重になって大量出土した。験出がほぼ完了した翌日、大雨で、発掘

区全体に被害があり、 SD7南側立ち上がり部分の下部斜面に一本の炭化した竹杭らしいものが検出

されていたが、雨水の排水後に竹杭は再検出出来なかった。この竹杭とかわらけ、 SD7との関わりに

ついてはわからない。なお、この一群のかわらけには墨出資料を含んでいなかった。SD7は、 SD

4、SD6に比較して内底面に15灰シルト質の堆積がみられ底面レベルが安定している。その上に灰

白色砂の洪水堆積が製っていることから、今回検出した鴻の中では割合早い時期に完成し、洪水災害

以前にある程度機能していたと考えられる。

S 010 (別添2図)

5区H1に跨る L宇形に強〈 折れる滞で、南に向かつて満幅と深さを増す。埋土は、褐色砂質土で、

遺物の出土は非常に少なかった。埋土の色調と土質から中世に遡る可能性も考えられるが、 1郎通範囲

の発揃であり出土遺物がうかなく性格のつかみにくい遺構である。SD7がSDIOを切る。

S 011 (節目図)

4区 Iの北壁寄りの位置にあり S XI9の北側阿部を民いて収束する湘と思われる。渦の長軸方位

は南北方位にほぼ一致し、発掘範囲内で長さ1.6m、幅30cm、深さ25cmほどの小規膜な渦で本来深

さが45cm前後であったと忠われる。消の埋土中に傑やかわらけが古まれていたため遺構の検出の目安

となった。

S K46 (第 9図)

6区DEに跨った北壁に接する位世にある。東西径32m、深さ1.78m。不整円形プランを呈する。

埋土の中上位レベル(際7l17.8m以上)に拳大の傑が大怠に廃棄された状凋で検出され 同時に陶器

の破片等が出土した。際廃棄而の下層部では、 RH空から砂粘質土の埋土が主体で、木炭粒の混じりが

目立ち遺物や艇の混入は極めて柿な状態となる。土坑底部は、砂際層の直上付近(標高16.7mlで坦!

土と基椴となる砂艇の区別がはっきりつかない状況となる。発掘当初、紫抑り井戸と考えたが、底部

に鉄鈴の沈殿也殆どみられず昔|戸として機能していた可能性が低く比較的短JVfIlUである程度埋め戻

されたであろう。中上位レベルの際の廃棄は埋め戻しが一段落してからのゴミ穴の廃棄に近い感じ

がする。

P97 (第20図)

6区Lの南壁に一部入り込む位世にあって、東西経65cm、深さ20cm程宜。南北径が実測でき主い

が規棋的には SKとして扱っても問題が立L、。担土中に礁が 5倒古まれ、焼土と木炭がかなり目立っ

た。ピット内で何等かの火を使用する作業を行ったものと考えられる。11¥土遺物は山茶碗等がある。

P 190 (第20図)

l区Kの西側、北壁寄りの位世にあってSX 1の精査を行った際に検出した唯一のピットである。
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方形プランを呈し、:m:へ約30度振れる。 辺が25cm 深さ 9cm。内l底而は丸底状となり、内壁にサ

パ石 町》 を粉々に粉畔したとみられる濃賞制色の粉末状の皮脱が張り付いた状態で、かなり入念に突

き固められていた。遺物は出土しなかった。

S X 1 (第17図)

l区J-Nに跨る規模の大きなi自榊で北壁に入り込む位世にある。はっきりしないが、基壇状の高

まりを持った整地面と考えられる。灰白色砂粘質土を主に問い、内部の心材として大訟の礁を入れて

いる。醗の多くは川駅石であるが 破航したものや被熱により昔、色かあるいは黒みを郁びたものが多

く見受けられる。また.石材の中には敵石に使用したものや砥石に利用したものがある。この他に宝

陸印塔の屋諮部があり、大部分の石が廃棄に伴う石材転問とみられる。

S X18 (第15図)

SD7の南西コーナ一部の南北方向構内部に位世する。SD7埋没後に丁寧に堆杭砂を取り除いて

墓臓を作り内部で火葬を行った形跡をみる。出土した骨片は、細か立細片となって散乱し 全体的に

骨の過存状態は良くなかったが、頭頂Jtt、骨盤、大腿fjの可能性のある骨片の11¥土位低からiiii位は南

位自の可能性があるものの全体的には現位世を保っているか疑問が残る。また、多くの炭化材が出土

したため分析を行ったところ松、栗が樹種同定で検出された(第 5章第 l節審問)。一般的には高温

燃焼材として松、栗は火葬基に艮く使閉されるものらしいが、その他の樹高11として栃、桃または梅、

あるいは棺材とみられる高野棋といった多様在樹高IIが検出されたのは比較的珍しい例であるらし"0
火葬墓は 大きく 4段階の検出作業を行って発掘を完了した。初回の検出で、消のプランの検出と同

時に渦の西壁に焼主壁而を確認し、微細な骨片を検出したので、火葬墓の可能性を想定した。第2段

階では 内部の堆積砂の除去を中心に行い炭化材、焼土、骨片を検出した。第3段階では、第2段階

までに検出した炭化材、骨片を取り上げ、その下部の炭化材と廿片の検出を行った.また、 rl時底まで

鍋り下げた段階で東西幅削cm、澗査部分で南北長さ Llmの長方形のプランを検出した。応も北位世

に出土したft片が腰骨の一部ではなL哨 hと忠われる。なお、副葬品については確実在ものがない。

S X19 (第18図)

4区H-Jに跨る南側に面した不整形の窪地状の地形であり、段丘fじなど自然地形を反映している

のか、人工のものなのかはわから主かった。3牧の戦国時代の過梢而が検出され、遺構を砂の堆棋が

厚く割っていたことから、 5X 19の埋投は少なくとも 2聞の洪水によるものとみられる。戦国時代の

最上」府の遺構として 53 (3Jqnがある。53の検出而より50cm下で第2遺構而が検出され集石状遺

構5R 3 (2期)が確認された。第3遺構面(J期)は、 5X19基盤地形上に石組5、SRl、54

が築かれる。

S X28 (別添2図)

5区J-Kに跨る位位。矩形の突出部を持つ長方形状のプランを呈する。15-25cm前後に灰茶褐色
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砂粘質土を埋め立てた特殊な整地面である。 この付近の地根は、洪水堆刷砂が-~i~を割っており肢も

不安定である。SX28の中央部を SD4が切る。時JIJを決定できる遺物の11¥土はないが中世洪水推制

隔の上而に築かれている.

石組 1(第19図)

l区Gの東側北壁寄りのi立位。扇平に近いJ11原石4肢を囲炉裏状に組み合わせた遺構。直径約450m。

北側の2つの石が接する外側空間部分に焼土プロ ック(網点部分)が検出されたが 石組自体は焼け

た形跡が認められなL、。石組は、水平をかなり窓織して配位しているように思われる。付近から戦国

時代のかわらけ細片が若干11¥土した。

石組 2 (第19図)

l区Jの北西寄りの位世にあり、 SX1の内部に取り込まれているo lOcm大の不定形な礎7倒を円

環状に組み合わせる.直径約3Ocmo石組 1に品〈似ており、焼けた形跡が鼎〈、水平を窓議して配位

されたようであり、遺物を伴わない.

石組 5 (第19図)

4区 lの西寄りのl立自にあり、 SX 19の形成植のその中に築かれた。長さ38cm大と長さ26-28cm

大の枕状を呈する川原石がそれぞれ2個と 150m大の問板状を呈する川原石ゃ四角形状を呈する石材等

8個が南北70cm、東西日cmの範囲に石組みされた状態で検出された.その南側部分にIOcm以下の不

定形な同様12個程度と1O-22cm大の石材6個が東副長さ 1.5mの範囲に僅かに蛇行する線状分布(標

高17.8mの等高線に沿う)をみせる.石組5の北側部分は、遺構の保存状態が比較的良かったが こ

れに対して南側の過半部が101域した状態と思われる.北側に接する位世で、 J:j:l匝l製の染付[111とかわら

け、土鍋が出土している.

S 1 (第19図)

l区Fの西側北墜寄りの位世にあり lOcm内外の大きさの不定形蝶が20cm四方の範囲内に50

個ほど密集する。際は 3cm大と 8cm大程度のものが目立ち大きさについて石材の選択性が感じ

られる。

S 2 (第19図)

l区Nの南西に位置する o 5cm内外の大きさの不定形傑40個程度が車両30cm、南北20cmの範囲内

に宮島する。 5cm大の礁が主体的になり、 3cm大の4粒の畷も目立つ.伴山遺物には背磁碗底部を

利用した加工円盤がある.S X 1の範囲内に取り込まれる。

S 3 (第19図)

4区 IJ Iこ跨った雨盟寄りの位置にある.東西1.6m、南北1.5mのD宇状を呈するプランで、南側
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の直線部分が長さ 1m程である。深さ 15cmほどの掛り込みに大量の艇が廃棄されたよう止状態で市伊

美狽陶器片や砥石等の石製品が多く浪人する。今回扱ったm石遺構としては 土坑内の礎廃棄に近い

性質を持つが、石の密集度が非常に高く石材も大d、隙々で、遺構が作られた目的はわからない。5X

19が完全に埋没した怯に築かれている。

S 4 (第19図)

4区 Iのやや東南壁寄りに位置する。 5X19形成後その中に築かれた。。 長軸方向は、北から45

IJr前怯西に仮る。南北長70cm、東西幅40cmの変形桁円形状のプランを持ち、長軸の東半分の範囲は

3cm大の小円礁が密集し、西半分には、 5-13cm大の円礁を 5個程度合み全体に礁が車問11より大き L、

ものとZよっている。遺構の範囲内から少量の鉄片が出土した。

S R 1 (第20図)

4区H1に跨る位置で、南壁に深く入り込むものと思われる。5X19形成桂築かれた。概ね東南位

置にある石材は30cm内外の川駅石が多く、石>'1状を呈し南壁に按している。石列状の北側は、東西

204m、南北幅1.1mの西側に開いた箕の様な凹状地形で *寄りに10-30cm大の礁が堆積砂の中に入

り混じる。西側底面には、 2-5cm大の小粒の礁が東西70c加、南北50c加の範囲内に敷き詰められた

様な状態で検出された。発畑区域外の遺構の状態について知ることが出来ないため 5R 1の性格は不

明である。石列状の離分布とul石状に小粒の艇が密集する部分を見る限り何等かの目的で人為的に築

かれたものかもしれ立いが、洪水によって大量の砂際を被っており、自然か人為的かとなると一概に

決し難L、。傑中には 破tn艇や被熱痕のある際が多く含まれる。また 砥石や研磨1良、敵き痕を有す

る石材が多く含まれており、戦国時代に集落内で使用されたであろう石材が多く古まれる点が注意さ

れる。

S R 2 (第20図)

4区Jの南!.!に接する位世にある。SX19内の洪水唯棋が一度おさまって地盤が安定してから築か

れた。棟高18.1m前後のレベルで開平な川原石が含まれ石敷状を呈する.長軸方向は、北から東へ30

-40度撮れて平行四辺形状のプランを成し、南限に山茶碗の底部破片が出土 した。石材は火を受けて

黒色化あるいは赤色化するものがあり破IJ1するものが古まれる。 5X19の底面にある石組5と5R 1 

が戦国時代の遺構であり 5R2の上層に築かれた 53も戦国時代の範出に入る瀬戸葺濃向器片を多

く出土しているため、中!日l層位にある 5R2は出土遺物が少ないが戦国時代に帰属するものであると

考えて良いであろう。

S R 4 (第2C図)

5区GHに跨る位置にあって、 5D 7の埋没後に出現する。 5R 4は北側の一部が 5D7の埋土上

部に乗っており、大きく東西2群に分かれる。JU1詳は、商北剖cm、東西30cmの範囲に15cm大の傑が

主体的に構成される。西群は、南北80cm、東西90cmの二等辺三角形状の範囲に 5cm大の礁を主体に
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して、 20cm大の際2個程度を含む帝集)立の高いfu石状の遺構である。石材の中には破損離が多く、被

熱痕のある際色若干みられ、かなり使い込まれた砥石 2点が出土している。

S R 5 (第20図)

5区Gの:m:寄りに位置し、全体がS07の哩土上部に乗る。東西1.6m、南北60cmの範囲内に20-

30c澗大の際4個を中央に挟んで東西に5-15cm大の傑数個がみられる。遺物として、山茶碗類やかわ

らけが若干出土した。破jJ1礁や火を受けた際は 2-3個程度で多く主L、。

S R 8 (第15図)

6区KLに跨り、 S07埋土の上に乗る。東西 2m、南北 1mの範囲に20cm前後の同僚が主体と止

り重禎する。破相際や火を受けた形跡のみられる礁は少なく 大半が完形の円礁である。傑群の中に

招鉢片があり、東側にも同一個体の破片が 2片あって按合したところ口縁部を大き 底部に穿孔を持

つものであった。

( 5 )近世一現代

近世から現代に至る遺構は発掘区の全域で検出されている。保存状態の艮い特徴的な遺構について

記述する。この地域は 体が洪水堆積による砂で撹い尽くされている。現在徴同地状の部分はかつて

桑畑等に利用されていたらしく、今でも付近に桑畑lの一部が僅かに残っている。2-3区で検出され

た土取り跡は、近在の民家の壁土に利用するため土を採掘した跡とみられ、|日家の土蔵に~WJ!，器片が

数個露出している例を堀田地区の民家の土壁でみることができた。これらの土砂採掘坑は埋土が共通

することから、 回の洪水で埋まったものと思われる。また、遺跡地は岨阜師範学校、瞳阜大学が建

設されたところである。学校関係の可能性のある遺構として SK1. SX23がある。

S K 1 (第21図)

l区L南壁に入り込む位世にあり、東西2.9m、南北1.2mの発掘範囲に限られ、全体の規棋は不明

であるが、方形状のプランを呈するであろう .S K 1は主に瓦、陶器 磁器など不燃ゴミの廃棄を目

的とした小規模のゴミ捨て穴と思われる。検出面からの深さが1.8m程あって、立ち上がりが垂直であ

る。底部から厚さ60cmほどが、主に背灰色シルト~粘土質の堆積であるが、有機質が多く古まれてい

たため、土壌を採取して花粉分析を実施した。

S K10 (別添3図)

6区GHに跨る。東西4.25m、南北1.lm、深さは、西側の立ち上がりが1註も深くて4Ocmo東側の立

ち土がりが、 20cmと最も浅い。底面は、緩やかなステップ状を呈する。埋土中からやや大きめの土鈴

2点が出土した。

S K 14 (別添3図)
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6区C東寄りの荷壁に入り込む位i直に有り、主体プランの北側半分を発掘した結果ほぽ正方形に近

い形状を呈する土坑と思われる。班西径1.75m、深さ40cmの規脱。

S X 2 (別添 l図)

2区GFに跨る。東西5.8m、商北発掘範囲は3mで、全体規棋は不明ながらこの極の遺構としては

大規停である。内部は洪水堆積ι臣、われる灰白色砂で満たされる。土砂保掘坑。

S X 3 (別添 l図)

2区GHに跨る。東西3.8m 南北発掘範囲は3.2mで全体規模は不明。内部は洪水堆積と思われる

灰白色砂で満たされる。土砂採掘坑。

SX4-5 (別添 l図)

2区H]に跨る。当初の遺構検出では SX4、5の区別は出来なかったが、発掘途中で不自然な

壁の掘り残しが確認され、 SX 4、5と区別した。したがって、当初の出土遺物は SX 4. 5のどち

らに帰属するかわからないが内部の堆尉砂は同時間lの洪水等で埋没した状況であり、時期差を考慮す

る必要がない。発掘範囲の限界で平面形状をとらえることが出来なかったが SX3に隣接して、方形

状に掘り進める途中で洪水によって埋波した可能性がある。土砂採掘坑。

S X 8 (別添 l図)

2区J、3 sABに跨る。土砂採掘坑と見られる遺構の中では、而般的にi詰大級となるが、 SX2、

3と比較するとかなり浅い。東に隣接する SX7が円弧状に曲がるため東西幅の計測が適切ではない

か也しれないが、 中央部で 3mに及ぶ。南北幅については、発掘区域外に在るため計測出来ない。商

壁のセクンョンでは、立ち上がりが鋭く垂直に止り、深さ1.1mを測る。底而南壁付近の 2ヶ所に川原

石の密mする SRIO、11がみられる。土砂鉱佃坑。

S X 9 (別添 l図)

3区Bの中央部に位位する。長方形状を呈し、東西長4.1m、F軒北幅1.4m、深さ55cmを測る。土砂

採銅坑。

S X13・13W(第22図)

S X13は、 3区E-]に跨る満状の遺構で、 SX 131V (S X 13の西側)は3区 ]-Kに跨る北に張

りだした部分を発掘した。遺構全体の発揃ではないため、いずれも遺構の性格がはっきりしないが、

S X13・SX 131Vは 3区 Iで区切れることなく連続する遺構と忠われる。 SX13. 131Vの北側に聞か

れた畑の畝は、遺構の阿部ぎりぎりまで迫るが畝の方向は SX 13 . 131Vの上端ラインに沿って並行関

係になる。却lのよを割っていた洪水堆積砂は、 2Ocmiiir1&でSX内にはさらに厚く唯積していた。この

洪水堆積砂は先述の土砂採掘抗を担っていた砂層とー迎の洪水に由来する可能性が高い。SX 13 . 13 
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Wの下半分の堆積土はw灰ンルト~暗灰色粘土質の泥で、際層上而で鉄鎖色の沈殿があり、貯水ある

いは排水路的な役目があったのかもしれない。SX 13の 3区GHの範囲内に大b1の瓦製品と焼土プロ

ックが廃棄された状態で出土したが、これらについては瓦熊の識壁材の可能性が高L、。また、 SX13 

Wから大量の円礁が廃聾された状態で出土しているが 北京コーナー部分では直撃に混じって須J.!X器が

まとまって出土 した.

S X 23 (!il22図)

6区ABに跨る位位。長方形状プランを呈し.東西長 7m、南北幅1.85m、深さ 1mの土坑状の掴

り込みで、立ち上がり角度は剖度をこえる急角度。立ち上がり部分に接して70-田cmll¥l隔で木柱が地

而に直般立てられ、 ffl'~~剥l まれる 。 遺構の性絡は良くわからないが、半地下施般を持った建築の 部

であろう。

S Rl0・刊 (第21図)

S Rl0・11はSX8の下降而に密集する傑併で、本来は lつの遺構としてとらえるべきかもしれな

い。SR 10は3区Aの中央やや南寄りの位世にあり、東西2.5m、、南北1.5mの範囲に20-3lkm大の石

9側、 5-15cm大の石が30倒以上入り混じって散乱する状況で 東側にまばらに分布を広げる。破lJl

艇や焼けた形跡のみられる石材も含まれるが、遣桝の性梢ははっきりしない.単なる石材の集中廃棄

か土取りの際の足場に利用 したものかもしれな1'0 S R 11は3区ABに跨り、南盟際で検出されたた

め傑併の範囲は確定できないが.艇の現状での検出範囲は、東西12m、南北 Im. 

Hl.H2 (別添 l図)

3区F-Nにおいて州の畝が良好な状態で発制された。その他の発掘区内でも両11の耕作土は確認さ

れているものの、遺存状態が極めて悪く面的に発側出来たのは本調査地区に限られる。刷の畝の検出

が良好であったのは、畑が洪水堆刷砂で完全に埋もれていたため、砂をきれいに取り除いたところ耕

作面が容易に検出されたためである.畑の土演を捌べたが栽培植物は特定出来なかった。 H1は3区

F-Lの範囲で東西方向に却lの畝を切っている. 3医 Iの中央付近で畝の切れ目が読みとれる。この

ほか、 3区GHと3区 IJで畝が部分的に途切れるのは雨側に SX13.13Wが存在するためであろう。

H 2はH1より一段目い位世にあって 東側に川原石積みの簡単な石桓を墳にして幅 1m前後の南北

方向の小道 ?を挟んでいる。両側には東西方向にピッ ト状の樹り込みが連続している。尚、北側は東

闘方向の短冊形の倒り込みが並列する.

S V 1 (第23図)

3区Lの西側に位位する雨北方向の石垣で、長後20-3lkmの枕状を呈する川原石を主体的に用いて

2-5段に石刷みする。石材は、期Iれ石等也多少みられるが、短側面 (小口而)を正而に向けて石組

みされる。特に石垣の南側部分は小形の円礁が多く 刷み!Iiなり、石垣制みの状態では止かった。目的

は明らかでないが、おそらく石制みの石材を政吉l配ったため東に張り出した感じで襲込めの傑が崩れ
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たのであろう。

S E 1 (第23図)

2区DCに跨る位訟。平成 7年によ部を検出し、断ち割り調査を実施した。平成8年には下層の発

掴調査のため鋼材で架設を行って下部の調査を実施した。平成 7if-調査では、東西幅3.4m 南北長不

明、市に張り出しを持った方形プランを呈する井戸の掘り方を検出。掘り方の長軸方位は、北から東

へ35度振れる。中心部は内径70-75cmの円形プランに川原石積みの石蛍とする。石材は付近の川s日で

採取した20-5()cm大の枕状の円礁が使用され、短側而(小口面)を内側に向けて積み重ねる。北側半

分を断ち叩lり、深さ 2m程度揃り下げたが、掘り下げ途中で北壁が崩務し危険な状態となったため翌

年度に澗査を継続した。平成B年に下層部の調査を行い、石積み遺構の下に木製の井戸枠構造を確認

した。松、高野臓が使用されているらし"0井戸枠材は、幅15cm前怯で、長さ2.35m 厚さ 5cmの

板で、下端部を片刃状に削り込んで地山に突き刺すようになっている。上端部は腐食のため遺存状態

が悪かったが、おそらく平担に仕上げられていたであろう 。板材には下端部から8()cm程度上に長さ 5

cm、幅 3cm程度の長方形窓が聞いているものと、下端部から3()cm程度上とその上に帥cm近く間隔を

凶き長方形窓を穿つ 2積類の板があり、これを交互に円筒の栂形に組んでいる。発掘作業において

牒高14m付近まで内部の埋土を除去したところ、板材に穿たれていた方形の窓から寸くがこんこんと湧

き出し、井戸底の砂礁而まで掘り下げた段階で底面から也水がプクプク湧き出してきた。板材の下端

部から 3段目(約1.3m上)の窓部分で水位を一定に保ち調整する仕組みとなっているらしく、小形水

中ポンプをフル回転しても完全に排水できなかった。井戸の下部には厚さ l()cmほどの粒子の粗い砂や

磁器片の混じったコンクリー卜の板が残っており、この直上部で現行の 1f'J硬貨30枚以上が発見され

た。同時に手づくねの焼き物で灰肌が出土した。 上府調査の時エンピ製のパイプの息抜きが垂直に入

っており 、多l戸の埋土中に5()cm角のコンクリ } トプロック、硬化処理剤が大量に入っていた。井戸が

作られた時期を特定できる遺物は確認出来ない。

注

l 岐阜県勢渡加茂iliの野笹遺跡で敷石遺構と堰のある大潟が発徹された。同遺跡における(財)岐阜県文化財保績センタ

の発邸調査による所見では、「この敷石遺備は 水をせき止めて、ある程度水深田ある場所で作梁をする際の足場のようなもの

であったと考えられますJ と野笹遺跡現地説明会資料 (1997-11'15)rこ解脱されている.城之内遺跡で見つかった502の縦

横砂に埋もれていたSR (6 . 7 . 9 . 12 . 13)は 野彼遺跡と問憾な佐伯の遺構である可能性也あり 鴻内都に段けられた

足場の一瞬(様)ではな:、かとみることもできるが、筆者は5Rについて 白然によるものか人の手によるものか明確な桜拠

を持っていない.

2 凝灰岩質の賛倒色砂岩で かなり脆いが加工が容易であるため岐臥県可児市付近では 古代から石航材やお鎗を穿って繍

穴:¥lを築いた.また 1まり識の窯援を作る際に赤土と混ぜ磁を締めると強肢がmすらしい。'"近まで石段や手水鉢覇軍材に

lJi工されていたようである.
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第 4章遺物

第 1節遺物の分類

泊物の分類は、基本的に 「城之内遺跡一長良公l到整備事業に伴う緊急発掘調査 (第 l分冊)Jの

分類に準じる 臥」 今回報告した土器の一部について以下に簡単な解説を行う。

s字書 口縁部が受口状に屈折し、上外方に伸びる台付費で形態、技法、胎土等の緊密性が高い。

A類口縁部第 2段の外面に押し引き車IJ突をもつもの。

BC類 A.O類以外のS宇主題。従来の定義ではB頬と C類の境界部分の区別が困難なため、

では両者を一括して扱う。

口頭 口縁端部が肥厚するか、 !~J!l して先端に面をもつもの。 01 -D3 類に細分。

D 1類 器壁の厚さや屈曲の形態がBC類と同じもの。

ヂ噌

~~ 

柳ヶ坪型壷 口縁部に二重口縁技法を持ち、口縁部内外而羽状胴部上半に横線文+波状文+横線文

のハケメ加飾をもつもの。口縁部と胴部の加飾は同 じハケメ工具による可能性がある。底部外而に木

業痕を残す。肉眼観察による限り、胎土は赤色粒子を古むなど共通性が高い。

有段高杯杯部は直線的あるいは内轡気味に上外方に仲びる。脚部は短く 中途で屈折内脅する。脚

部に円孔が1mけられ、杯部内外而、脚部外而をミガキ調整する。

屈折脚高杯杯部は直線的あるいは外圧して上外方に仲びる。脚部は有段/.li杯より長く 脚上半部は

棒状で下半部は屈折して外に聞く 。部壁が薄〈、杯部内外面、脚部外面をミガキi羽盤する料製土器と

器壁が厚くナデ調整を行うものが見られる。ナデ淵整を行うものは大小2分可能で 大形のものには

杯部外而段部に垂下駿を貼り付けるものが見られる。

杯部椀形高杯 杯部は腕形を呈し、端部は短く外折する。脚部は緩やかに外方に関宮、先端で内折す

る。胎土は赤色を呈する。

平底聾4類平底警で、沼尾型と異質主也の。口縁端部に面を持つものが多く、胴部外而下半には縦

ハケ桂に横方向のハケが特徴的に見られる。9世紀<j";の遺跡に散見される。

中世前半のかわらけ(土師器皿)

M類 内而底部一方向ナデ後 内面~外面白縁部を検ナデ調整するグループ。大小2法豆を基本とす

る。時代が新しくなるにつれてナデ手法の簡略化、器壁の薄化 大形品の口径の縮小化等の傾向が見

られる。口縁端部形状、器壁の厚さ、ナデ手法などから MI-M4の4つに細分できる。この 4つは

各々時間的変化を示すと考えられる。

M2類外面 l段ナデが主体。大形品では口縁端部に独立したナデ調整が施され、結果として口縁

端部に面あるいは丸昧を持つものが多い。厚さはMl類より薄くなる傾向がある。

M3類外而 l段ナデ。口縁先端を特に調整せず、端部は尖る形状の也のが多い。器壁はM2類よ
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りさらに薄くなる.

M4類外面 l段ナデ。器抵は 2-3皿とI誌もi尊L、。口端部が内苛気味のものが見られる。

中世後半のかわらけ(土師器皿)

井川祥子氏の分類に基づき、本報告に掲載されたものの説明を行う 《tau-

A 3類 底部内而一方向ナデ、体部内而と舛而の一部をナデ調整する。体部は直線的である。京都

及び華源以外からの梅入品、もしくは華濃で忠実に模倣したものとされる。

B2類形態 澗鞍手訟はA類と似ているが、全体的に器壁が厚く、口縁端部の梢整が雑である.

f*部が直線的なもの。京市果のかわらけを脱倣した在地産のものとされる。

C2類 内而に一方向ナテ'を施す。外而無淵披で凹凸の賄いもの。京都のかわらけに原型を求めに

くいものとされる。

01類 小形品。底部内面を一方向ナテ・.体部を械ナデする o A、B、cとは別果日置とされる。

第 2節遺物

i1!榊出土の遺物を主として時期毎に概略を述べる。迎物の詳細に闘しては観察悲を宰!閉された<'0

時JiJ区分は第4去のとおり行う 町 )0 S D 6出土金銅製銚子については第3節で述べる。

遺物時期 税明 フォーラム嗣年

1期 縄文暁期

2期 弥生前期

3期 弥生中期前半(朝日式併行)

4期 弥生中期桂半(貝図町式慣行}

5期 弥生中期末(高麗式併行〉

6期 弥生桂期〈山中式併行) I期

7期 弥生糾末期(欠山式掴間 I式併行) E期

8期 弥生軒末期(元屋敷式掴問 自式酔行} 国期

9期 古墳時代{掴間皿式-12河戸 l式悼行} W期

10期 古墳'"t¥:(松岡戸日式併行) V期

II期 古噴時代桂期(字図式酔行) VI期

12期 古墳時代桂期

I3期 7世紀桂半-8世紀前半

14期 8世紀桂半-9世紀前藁

15期 9世紀中華-10世紀中葉(KI4-大原2)

16期 10世紀桂車-11世紀中華(虎浪山1-丸石2)

17期 II世紀桂華-13世紀初頭(3型式-5型式)

18期 13世紀前車-14世紀前車(白土原1-大畑大桐1新}

19期 14世紀中葉-15世紀桂車(大綱東1-生田2)

20期 16世紀前襲

第4表遺物時JiJ区分
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(1)弥生時代終末期~古墳時代の遺構出土遺物

S 81 (第24図 1-3) 

1 ・2は有段高杯。 3は輩。弥生時代終末期 (7-81町)。

S 82 (第24図 4-15) 

弥生時代終末期~古境時代後開!の遺物が出土した。13・14は須恵器の高杯と高杯益で、廃絶時l聞を

示す可能性が高い。

S 83 (第24-25図16-34、第田図873)

古治時代初日iの泊物がまとまって出土した。32-34はE府最下部 (SB 3直上層)から出土Lたも

のであるが、同時期の組成を示すと考えられるのでまとめて紹介する。16-2411S字型BC類。25は

5宇費D1類で、口縁端部に1間際立平担面を形成する。26.27は山陰系と考えられる口縁形態の費。

29.30は外来果(畿内1)の口縁形態の型。2811畿内系と考えられる丸底査で、胴部外而を丁寧にへ

ラミガキ調整し、口縁端部をわずかに内屈させる。器壁は非常に簿L、.31は織内系の有段口縁鉢。耳、

制色の胎土。32.33は屈折脚高杯の脚部で器壁は比較的薄い。外面はナデ調整。34は小形盗。これら

の遺物群は 9IqJ (古噴時代初頭)の標設資料となりうる。なお、この上部(U層)中からも同時期の

遺物が多数出土している (7-9区日層)。

S 8 4 (第25図35・36)

35.36はs字費BC類。

( 2 )中世の遺構出土遺物

S D 2 (第25-28図37-123、第52図912)

出土遺物の大多数は山茶碗で、それに伴うかわらけ、常滑、中国製磁器などが見られる.17-18期

の遺物が大半を占める。遺構の年代より古い遺物として須恕器土師器、灰紬陶器 ロクロ土師器な

どがある。遺物の年代の下限は山茶碗でみると 第 7型式 明和 l号窯式であるが、量的に多数を占

めるのは第 6型式のものである。精出土という点で年代幅は長くなる可能性が高いが、この時期の器

騒組成を示す資料である。

42は~.u恵器査で外面底部に 「本J のへラ出きがある。 38は須恕器有台杯。 41は須恵器軒、輩。 43は須

恵鵠費。46-50は平底費4類。53は灰柚陶器深腕。55は灰紬陶器輸花腕。57はロクロ土師器Ull.

58-98は山茶碗で図化したものの大半は第 6型式に帰属する。67は南部系の玉縁小Ull.68 . 69・

92.98は士平鉢。99-10811常滑費で中野赤羽編年の 4-6型式 (5型式主体).109-118はかわら

けでM2-M4類が見られる (M3類主体).121は中国製背白磁小輩。119. 120は中国製官磁碗。

122は中世伊勢型鍋。912は小刀。

S X 6 (第29図135-137)

SD2の中に形成された遺構であり、調査所見によればSD2と同時期に埋没Lたとされる..135 

はM2類のかわらけ。136はM2類相当の軒、部に高台のついたかわらけ。137は常泊。18則。

S X25 (第29図138-1511

138-145は南部系の山茶碗ですべて第6型式。146. 147 . 149は伊勢型鍋で第 6-7型式併行。148
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は中国製背磁碗。149-151は管状土錘。

S R 7 (第29図153-159)

153-156は山茶碗第 6-7型式。158. 159は常消費。157ははかわらけ (M2煩).18月l

( 3 )戦国JOJの遺構出土遺物

S 01 (第29図1回 161 第52図918)

1剖はかわらけ (B2類).161はかわらけ (C2類).2OJOJ. 

S 0 4 (第29-却図162-2師、第52図917)

11¥土遺物にはかわらけが多く児られる。163. 164は灰刺陶端深倒.165-167. 169は山茶碗。168

1;1:常消費。170-174はi!i瀬戸後期の天目茶碗で挫JOJIV新が多い.175は古瀬戸桂JOIIV新の 177は大

熊 l段附の拙鉢。176は古瀬戸中開Iの茶入。178は古瀬戸憧JOJの瓶子o 179は中国製染付皿。180は中

国製白磁腕。182-205はかわらけで、 182-187はC2類。188-205は82知。遺物は19J町-20JOIの

ものが大半。

S 0 6 (第30図2師-213、第54-57図920)

21国は~JLill器杯益(東山11号窯式期) . 207は山茶碗小皿.2冊は灰紬端反llll(大窯 l段階).2凹は鉄

柑水滴(大翼民1-2段階).210は天目茶碗.211は古瀬戸能JOIIV新の揃件。212はかわらけ (C2類)。

920は金銅製銚子(怯述)。遺物は201聞が多い.

S 07 (第30-33図214-283、節回図874、第52図901-903. 916) 

214はm恕器長脚2段透しお杯。215-217は灰軸陶器.218-227は山茶 碗(4型式~大畑大洞4号

窯式"i!i)0 229は古瀬戸後四~町の査。236は香炉、232は鉢、 230は陥鉢で古瀬戸後期阿古に帰属。

31は古瀬戸憧JOJIV新の招鉢。234. 235は大窯 l段階の端反目11.233は花瓶.238は瓦器の脚で外面に

は縦方向のT¥Ilなミガキ剰整が施される。237は中国産染付。240-252はかわらけ (C2類).245 

は脳部に内而から律孔を施す。253-265はかわらけ (82類).261.262・264はタール痕を残す。

266 . 267はかわらけ (A3類)。器壁は薄〈、丁箪に作られている.出土点数は僅少.268-283は

外面底部にL世田が制かれたかわらけ (82類).説書にはいくつかの舗類が認められるが、意味が

通じるのは270で「そうしゃうJと読める.269は 「上口J.遺物の大半は20期.873は敵石。901-

903は砥石。916は銅銭.

S 011 (第33図284-2師)

284は古瀬戸挫 E則の塑.285.286はかわらけ (82頬).かわらけは初期。

S K46 (節33図287-290)

287.2闘は山茶碗。289は台付腕(大窯 l段階).289は20則。

S X 1 (第33図291-311、第日図875-877、第51図879.筑問、第52図凹4 田5. 911) 

291はくの字台付費。292は須恵器ζね鉢。外而底部から途中まで穴を穿つ.293-2981;1:山茶碗。

306は古瀬戸後IU-IVの脱。299は大窯 I段階の天目茶腕。3∞1;1:古瀬戸後陣IIV新の柿鉢。301-303は

大紫 l段階のm件。304は大熊3段階の鉢。307は常消費.310. 311はかわらけ (B2類).3凹は中国

製狩舷腕.口縁部がやや外反する。875-877は献石。879・900はl師石。904. 905は砥石.911は宝僅
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印塔の屋藍部。遺物の大半は20期。

S X19 (第34図313-327 第52図剖6'913・916)

313 . 314は2且百器。315-317は灰粕陶i*fo 318は山茶碗。320は大窯 l段階のt1l鉢。322は輩。321は

大熊 1-2段階の皿。323はかわらけ (B2類).324は内耳鍋。325は中国製141磁碗(口縁部端反り)。

326は中国製染付皿。906は砥石。913は金銅製の目白金具で外面に花の文械を施す。916は銅銭。201明

が主体で、 739は新しい年代観を示す。

S 2 (第34図328)

32811中国製背磁碗の底部を利用した加工円盤。

S 3 (第四~1329-341、第50図872、第51図890-899、第52匝1907-抽9)

329 . 330は山茶碗。340は瓶で後四~凹期。331は古瀬戸後押11Vの天目茶腕。334は後押11V新の香炉。

335・336は桂期町駅の指鉢。337-33911大窯 l段階の情鉢。332は大窯 I段階の端&Illl.341は中国製

白磁玉縁碗。8叩-899は敵石あるいは鹿石。同7一冊9は砥石。陶磁器の大半は201明。

S R 1 (第34図342-346、第日図882 酪4-889)

343 . 345は常滑。34411生田 2号祭式の山茶腕。346は大窯 l段階の儲鉢。882. 884-88911敵石。

最新遺物は201問。

S R 8 (第35図347)

347は大窯の摘鉢で底部に径 6cmの穿孔。胴部上半~口縁部欠失。

( 4 )近世一現代の遺構に伴う遺物

土砂採掘坑に伴う遺物(第38-39図386-446、第50図878、第51図槌3)

5X2-5、8. 9は土砂採銅坑で、 回の洪水で埋ま ったと考えられる。ここでは埋視時期に近

いと思われる遺物の主なものを紹介する。396は5X2.3出土の瀬戸産広東碗で19世紀前半。415は

5X3出土の幕末頃の瀬戸美濃産指鉢。425はSX5出土肥前?産染付IITl.433は5X8出土市伊産広

東碗 (19世紀前半).439は5X8出土の鳩笛で顔料をわずかに留める。最新の遺物で見ると、 19世紀

前半~中頃に埋没した可能性が高い。

畑 ・畑の脇の溝状遺構に惇う遺物(第39-40図447-474、第51図880・881 第52図914. 918、第53

図920)

上下2段の刷 (H1 ・2)と段部に築かれた石垣 (5V 1 )、畑脇の渦状遺構 (5X13・13W)は

全てー迎の洪水唯税砂層で磁われていた。この砂防は先述の土砂採掘杭の埋土と同時期に形成された

可能性が高L、。最新の遺物の主なものを紹介する。454は5X13出土の常滑整。465115X 13¥V出土の

情鉢(19世紀前半).472は瀬戸美漉産小瓶(近代 1).474は5V 1出土の市F葉濃産瓶類 (19"世紀)。

918は5Vl1ll土の銅銭(至近元宝).920115 X 13出止の瓦窯の分焔柱の 部と考えられる志のであ

る。銭瓦を打ち欠いて平面正方形の板状に成形し、それを重ねて心材とする。心材の回りに粘土是貼

り付けて韮而を平滑に仕上げている。5X 13からはこの他にも瓦鶏の一部と考えられる瓦片や窯壁片

が多数出土している。畑関連遺構出土遺物には近代に下がる可能性のあるものもあるが大半は幕末ま

での遺物で占められる。
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S K 1 (第35-37図348-383)

ゴミ姶て穴と考えられる遺構中に大正時代を主体とする瀬戸美濃産の磁器等が大量に廃棄されてい

た。349は型紙摺りの染f、l碗。350は銅版摺り染付碗で体部を削る。3541;(ゴム印使用の染付碗。3591;(

耽き技法使用の小杯。364は銅版関りの皿で機械ロクロ使用。367は肥l拍?産の染付鉢。375は佐，t'lo

373は手水鉢。377は白錫徳J判。378は常滑産の容器(把手付)0379-382は瓦。383は竃。SK 1出土

磁器の器~]は小杯、腕、Illl、徳利、指鉢など多岐にわたり この時期の企器組成の一端を示す。

( 5 )その他の出土遺物

Zこでは 7-9区 1. u層出土の弥生時代終末~古墳時代初頭等の遺物と 4区から出土した古瀬戸

水注を紹介する。

7-9区E層 (第45・46図696-734)

下部に弥生時代終末期~古墳時代の住居跡が存在しており、府中の遺物にもその時期のものが多く

児られる。698は畳口主題。7121;(類例の乏しいくの宇聾で、胴部内而をヨコハケ澗艶後縦方向にヘラケ

ズリ調整する。700は5宇費A類。7口2・705. 706 . 707 . 710は5宇費BC類。703. 704はs字費Dl

類o 71伸はS宇至理を模倣したものと考えられる。718.719は柳ヶ坪型輩。713は蛮の口縁部と考えられ

るものであるが、外面をへラミガキした後穴を途中まであける特異なもの。727は畿内系と考えられ

る費。728はX字型器台の脚部。729は土師器杯。724-726は杯部椀形高杯の脚部。717は二重口縁輩。

722.723は屈折脚高杯の脚部。

7-9区I眉 (第48-49図田0-867)

830. 831は縄文晩Iql?土器。田3は5字聾BC類 (B的)0832は有段高杯の杯部で内面に多長沈線

と八の字状の文械を巡らす。840は二重口縁賞。841は柳ヶ坪型輩。

府不明(第48図剖3)

4区Pから工事中に出土した。古瀬戸前開lの水注で口縁部を打ち欠き研磨している。

i'J: 

l岐1;.¥市教ff委白会 1999 r城之内遺跡一長良公I銅盤備事業に伴う男緊急発婦別主主ーJ1第 1分冊)

2升川祥子 1開7r151智紀前半から16世紀前3誌の土冊wun 巾潟地域を中心として J r奨滋の考古学第2号1

3注 l文献による時.区分
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第53図
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第 3節金銅製銚子(描完結最長描誌芋)伽-5咽

.'ち"S 0 6 (4区A)ii可底直上から出土。本体は銅鍛造でつくられ 両日式。本体及び長柄と接続する

柄、本体と接続する柄の組長部分、接続に必嬰な部.'ft， (L宇状金具、花先金具、リベット等)がほぼ

完存。柄の延長部断而は台形を呈する。柄の下部には木材が残存しており、柄の上から笠鋲がさしと

まれている。柄と木材は方形周(1個残)で悶定.長柄は残っていない.本体の口縁部は内側に折り

IUIげて強化されている。本体の器厚は口縁から底部にかけてしだいに薄くなってL吋 .本体底部と胴

部の境界は部分的に主制。全面に鍍金が施される.本体制部外面には鍍金の上から鍍銀により桐丸d紋

を13個描く 。桐丸紋の形状は不鮮明であるが 五三の桐と思われる。紋は相Eに酷似し、型紙使用の
. .こ

可能性もある。納の2(f{ijには，f;(l々 子地に桐文を 2カ所.八双文を lヶ所臨凶5りで捕〈 。本体の径150m。

梢の残存部まで古めた全長27cm。本体の高さ 9cmo rn【i量5620.

製作工程について現段階では節目図のように推定している。

①本体部分を鍛造で製作L-. 2カ所に別につくった口を溶接する。

②本体と柄の接続部分で、 16先金具とL字形の金nを5個のリベットを用いて本体に固定する.リベ

ットによる固定の仕方は外側から内側へ差し込み 内側に菊座をかませた憧先端をつぶしている。

③本体の口縁外而で、柄の延長部分の折り IUIげた先制を l個のリベットを問いて本体に固定する.リ

ベットによる固定の仕方は、内側から外側へ差し込む以外は②と同じ。

④長柄(現存せず)の加工した先端に木材 (ヒノキ属、長さ7.&m、幅1.&m、厚さ1.2cm)を組み込

んだ桂、 ③で本体と俵脱した柄の下部に入れ、方形環2個を用いて両者を結びつける.方形環は l個

のみ残存.木村を組み込む怠峠はよくわからないが、柄と長柄の接触する部分を補強するための工夫

の可能性がある.

⑤笠鋲を用いて、本体に接続する柄と木材を回定する。これは材の移動防止のためと考えられる。

この銚子は、公車や武家主どの酒~の場でHIいられた酒器である。 洪水砂府中で出土していること

から下限が天文 4年(1535) と推定できる 刷。

注内雄日雄 1鋭犯 「土敏氏陪航跡推定地の発編調査Jr日本紙*第541り』省111弘文館

笠鍬 l!桝

"jil杉原

第54園 長柄銚子棋式図
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第55図 銚子%測図(1)

¥ぐ

o 
l 

921 

lOcm 
」ー」ー」



- 87 -

@叫し

U 

~ 

@ 

D 

..， 

」

.-9 

921 

o 100n 

第56図 銚子実測図(2)



- 88 -

①本体製11'(鍛造)、両日の溶接。

②長柄のI，tく部分に花先金具と L

字形金具をリベットで固定。

③本体にわたす柄の延長部分をリ

ベットで固定。

④先端に木材の入った長柄を方形

却を用いて 2か所で固定。最後

に笠鋲で木材と刷を回定。

長柄 {欠失}

L字型金具

花先金具

木材 笠鋲

方形E蔚

.. 

‘' 
柄の延長箱分

.. 

事57園 長柄銚子製作工程指定図

<D 

骨

リペット

cl> 

@ 
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第 5表

第 6表

遺構 (SK・p.SX)一覧表

遺物観察表

凡例

I 罰6農の昨生土器と土師器の区分は部 4表に基づく (8則と 9111の問)

2 罰6農の法且の単位はcm， g. 

3 前6淡町嗣年分類町内、則は罰4哉の時帰l区分による.
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第 5表{41 P一覧(その 3I 

第 5褒{51 S X一覧
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第 5章 自然科学的分析

第 l節 城之内逃跡の火葬墓 SX18から出土した炭化材の樹種

拙l剖弥生(パレオ ラボ)

l はじめに

当遺跡は舷阜市長民地区に所在し、長品川の右i，sで品岐阜扇状地の北縁に位世する.

この火葬J品のすぐ近くには直径20cm前後の河原石が集積しており周辺から出土したすり鉢や土帥器

皿から戦闘時代(l61tt紀前半)の遺桝と考えられている。炭化材は火葬慕の土臓の内側から 2試料 土

臓の周囲を取り巷く焼土とlI集中部からH試料、そして土臓の外側から 4試料の計17試料を検討した。

火葬に際し!干1いられた樹麟の報告例は少なL、 中世の送葬儀礼跡である火葬裂から出土した樹極を

明らかにすることは 単なる燃料材としての樹離選択を現在の我々が知るだけではなく、なぜそれら

の樹舗が使われたのか、強い樹郁選択があったのか、当時の日本人の生死観とそれぞ'れの木に込めた

思いなど民俗学的検討の資料にも在るはずである。

2 方法

樹組問定は炭化材の 3方向の破断而を走査屯子顕微鏡で観察し行った。横断而(木口)は炭化材を

手で剖り面を/Jl~、 lt線断而(版目)と放射断面i (紅白)は片刃の剃刀を方向に沿って軽くあて弾く

ように削り新鮮な市lを11¥す。この 31折田1の試料を直径 1cmの真総製試料台に両面テ プで悶定し そ

の周囲に導市性ぺーストを塗る。試料を充分乾燥させた後、金謀者を施し、走査屯子顕微鏡(日本'fIl

子附製 JSM:[!佃型)で観察写真船影をした。

ためと
k
g率表7
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マツ回世l維管東亜鴎 Pinussubgen. Diploxylonマツ科図版 1la.-1c. (出5焼土と炭lliq'l部 1) 

垂直 水平樹脂泊がある針葉樹材である。平材から暁材への将行はゆるやかで晩村のlit(;t ~く、垂

直樹脂道はおもに晩村部にある。分野lF孔は窓状で放射組織の上下端には有掠壁孔を持つ放射仮道管

がありその内illには銭的状の肥厚があることからマツ属の傾維管東亜脱であることが判る。放射仮道

管内壁の肥停の形状がアカマツは鋭利な鋸凶状であり クロマツはそれが比較的ゆるやかである.点で

議別されるが 炭化材では壁基底部のH巴l平しか確認で主ないので舗は議川でき主い。

アカマツは荒れ地や品iH型地に成立するこ次林の代表樹組であり、自然分布ではアカマツは内陸部に、

クロマツは海岸部に多いといわれている。
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マツ属lii維管東亜踊 Pinussubgen. Haploxylonマツ科図版 120.-2c. (出17内側 2) 

放射柔細胞の壁は薄く、肱射仮道管の内!i'!は平滑で!肥J平が見られなt、それ以外の形質は前記の観

維管東亜腐と同様である.保存状況はよく肱射仮道管の内肢が平滑であることからlil維廿束亜属と同

定した。ただし横断而の晩材量が多い点と、炭化材では高熱で内壁の肥平が潟けるか域れるかして平

滑になることがあるのかなど疑問の点も残っている.

マツ属単雄管東亜廊には.高山有?に群生するハイマツ 関東以西の山地の生育するヒメコマツ (ゴ

ヨウマツ)、本州中部と四国の山中にまれなチョウセンマツなどがある.

コウヤマキ Sciadopilysver1icil1ata Sieb. et Zucc コウヤマキ科図版 130.-3c. (No8焼土と炭集中

部4) 

仮道管 放射柔細胞からなる針葉樹材である。晩材部の幅は極めて狭l、分野鼠孔は窓状で、放射

柔細胞の壁は薄い.

コウヤマキは日本特産の l廊 l極の常緑高木である.本州の福島県以南 四国 九州の宮崎県の暖

4iF上部から温帯の山地に分布し、特に長野県の木目、和歌山県の高野山に~~'0材は耐久性 耐水

性耐雌性に優れ、古来より枯材として有名である.

クリ CastaneaαでnalaSieb. et Zucc プナ科図版 240.4c. (出5焼土と炭MSg:1部 3) 

年輔の始めに巾型一大型の骨孔が密に配列し除々に径を減じ、暁材では非常に小型の管孔が火炎状

に配列する環孔材で、短按線状の柔組織が見られる.道管の壁孔は小型で交E状、第孔はlii一、内腔

にはチロースがある.政射組織はlii列向性である.

クリは、 北海道西南部以摘の暖帯から?世帯下部の山野に普通の落~if5木で、*実は食用になる。 材

は加工はやや困難であるが担いはうか主く粘りがあり耐朽性にすぐれている.遺跡からの出土例が多い

樹舗であり、建築 土木関迎だけではなく燃料材としても報告例が事l、

モモまたはウメ Pl1l1lUSpe，四回 Batsch.or P. mume Sieb. et Zuccパラ科図版2 5o.-5c. (No13焼

土と炭集中部9)

年輸の始めにq'l型の骨孔が官官I二分布し除々に径を減じて申書、晩材ではおもに欣射方向に複合した

非常に小型の管孔が配列する半環孔材または散孔材である.迫骨の壁孔は対列状または交互状 穿孔

は111-、内腔にらせん肥厚がある。放射組織は拠性、主に 3細胞幅で細胞日は/，'s，、。

そそはrll国北部、ウメ iむl'国中部原産であり、日本への伝来の時Jil 伝捕経路立どは不明な栽地樹

である.日本からは縄文時代の遺跡から散点的に材も出土例があり中世になると架実の核はもちろん

のとと材の出土例也事〈止る.

トチノキ Aesculusturbinata Blume トチノキ科 図版 26aるc.(出9焼土と炭J，srll部 5) 

小型の管孔が単独または2ー数個が複合し散在する散孔材で年輸界で径は減少する。道管の壁孔は

交E状、穿孔は単一 内腔にらせん肥厚がある。放射組織は単列向性で層階状に配列し、道管の壁孔
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はやや大きく円形で交互状に密在する。

トチノキは北海道以聞の温帯の谷間に生育する落葉高木である。極子はアク抜きが必要だが食間と

止り、材は軽軟で級官;で加工し易く、 材面irlま絹系光沢がある。木理は不規則で耐久性は低く狂いがで

やすい。容器などによく使われている。

4 まとめ

同定の結以は、マツ鴎桜維管束張問、マツ属単維管東亜属、コウヤマキ、クリ、モモまたはウメ、

トチノキの6分担1群であった。これらの炭化村は散在する破片状態であったため原形や用途は不明で

あるが、火葬のための薪や、遺体を納めるか献せた相や台、たむけや魔よけのために供えた木々であ

ったと考えられる。各分類群の産出状況は、土臓の内側からはマツ属単維管東亜腐とクリが、土繊の

外側からはマツ防線維管東亜属とクリが、 土擁周囲の焼土と炭集中部からはマツ鴎桜維管束脱届 コ

ウヤマキ クリ モモまたはウメ トチノキが検出された。マツ属線維管束ill!腐はアカマソとクロマ

ツを古む分知群であり、両極には松胞が多く火力が高いので薪炭材としてよく使われる樹極である。

クリも製鉄炉や窯跡、住居跡のカマド、火を使用した1Il石遺構などからの出土例も多く燃料材として

も重要な材といえる。モモとウメも薪炭材に使われる樹極である。マツ属複維骨東亜脱 クリ モモ

またはウメは、人皇近くに普通に生育または栽培されている樹組であり、薪材として入手はしやすい

と考えられる。マツ民単維管Jlm属の材は、組織記載で記Lたように同定にやや疑問が残るものの、

当地域の植生分布からするとヒメコマツが候補として考えられ、材は仏壇にf*われるそうであり、大

阪府 Fの古lJ1後押lの木棺の使間例もある。 トチノキとヒメコマツは同様に材質がやわらかで削った面

は光沢があり板材として利則される。コウヤマキは古来より木桔材として有名である。そして単維管

東亜属やトチノキそしてコウヤマキは薪炭材としての利用はあまり 111/かない樹植である。以上、材利

用の面からの推測を記したが、クリ モモまたはウメ トチノキは古来より抜実は食用となり人との

付き合いが長いことから民俗的な取披も考えられ、特にそそは呪術的な喝で使われことが知られてお

り、今怯は民俗学的而からの検討も必要であろう。
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火現土場

リ '" 16クり

t+ 

試科'" ....位置 制値

，"1 土壇舛個 1 クリ

'"' 土踊外側2 マツ嵐I!l越智班壷鼠

'"' 土瞳外側3 クリ

'"' 土騎外側4 クリ

'"5 焼土と脱集中揮 l すツ庫檀値管，.壷嵐

'"' 焼土と民集中部2 クリ

"" 焼土と良県中薗3 クリ

'"' 骨量土と棋..中薗4 コウヤマキ

'"' 骨量土と炭盟中部5 トチノキ

，"10 焼土と脱集中部6 トチノキ

'" 1 1 焼土と山蜂中部7 クリ

'" 1 ， 蝿土と炭聾中部昌 モモまたはウメ

'" 1 ， 焼土と民集中部9 モモまたはウメ

'" 1 ， 焼土と民集中陣 10 不可

'" 1 5 燐土と脱聾中部 11 クリ

'" 1 ， 内側一括 1 クリ

'" 1 ， 内側2 マツ嵐単岨曹車軍属

第7表 火葬墓 S X 18の炭化材樹割問定結!R

b 
o 
h 

焼土と炭集中節分

S 石

50cm 

一 一一

そそまたはクメ

位、

チノキ . "'，マツ属複線管東豆属

"'9トチノキ

-• "'3クヲ"'1クリ

第58図 火葬芸 SX 18の炭化材保取位日と捌純

C 
河原石町集石

、ーー一ー一ーーーー『ー一一ーー
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図版 1 火特草5X 18からtl¥Iー した炭化材の市子顕微鋭写l~( I J

".マツ馴肉緩智章f~摩楓{慣前副1 "闘'iC栂網"房副} 凶同.ll11m、.健 tとS詩集中JIi1 bar.O.5mm 

"-マγ馴崎陣織管破壷属{柵断固ij) 2b刷F正(俗・M断I耐 .... ゑImm
，"，7 内側2 bar:O.5mm 

"コウヤマキ{検断副3b同ぷ( 機敏断i.i) baπO.lmlll 
、温後出総集'I'IIH bar.O.Smm 

C，同左'"射附面的 "'"刻。侃個 m

2<:.I .. U匡'"削断固匝 .... 地磁~

3c.H!i: (飲射断緬 bar.O.lmm
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図版2 火葬益5X 18から出土した炭化材の市干顕微鏡写真:(2)

..クリ (銅 断面..同年{機織断面 b a r . { ).lmm
ぬ5俊土と炭躯'1'/I!i 3 bar:O.5何回路

5;0.~~またt孟'" (綱断oi' 5b同li.(綴錦断面bar.{).lmm
'tt13 倹土と".中/0， lw舟'.51'1Irn

..トチノキ(横断面) ぬ同友 {織綱断面 bar.O.lmfll

"" 鍵土と炭.中8・5 bar.O.5mm 

‘c同友'"射断面， .... づD.lmm

50.同左{政制断画面bar:O.lmm

6drillio (~射1If~) bar.O.lmm 
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第 2節城之内池跡出土の銚子の柄の樹種同定

陥回弥生(パレオ ラボ)

岐阜市長品地区に所在する当遺跡から出土した16世紀前半の桃子の柄の樹櫛同定結果を報告いたし

ます.

戦国時代の枝広町i跡の近〈から幅と深さがそれぞれ約1mの湘 (SD 6)が検出され、その滞在埋制

する洪水性唯積層から背銅製で柄が木芯の銚子が発掘された.西!日1535年に長良川の決別により大洪

水が発生した記録があり.7，河内の洪水性堆積層はこの時の可能性がおいと考えられている.

樹種同定は、直接銚子の柄から片刃の剃刀を川いて郁片をl*!fl1し、これをガムクロラールで封入し

て、光学顕微鏡で組織を観察した。柄は駐日取りの内線状であり、上而から接線l斬而 (厳目)を、側

方から政射断1m(縦目)をfiiくはぎ取った.しかし横断面(水口)の表而は腐食が激しくかなりそぎ

1& らねば簿片が際取出来ない状態であり製品をlJjなう怒れがあ った為、横断I日は探1~できなかった。

銚子の柄は、仮道管と政射組織そ して樹脂細胞からなる針革樹材であった.軸方向要紫の仮道管と

水平方向に配列する紋射柔細胞とが控する壁面のl'l孔すなわち分野股孔の型や数l立、豊l護側材の同定

に重要な形質である。当試料の分野1笠孔は腐朽して充分な観採ができなかったが、ヒノキ型の盟孔が

2個水平に配列し、上下端の分野盟孔では 4側あるのが一部で観察された (図版 3 1 b. 1 C.). 

また肱射組織は 5細胞高以上のものが多い(図版 3 1 a.)o以上の形質から、ヒノキ科のヒノキ属

( Cham;/ecyparis) と同定した。

ヒノキ属の材は強靭で割l裂性が日〈 耐水 耐朽性がある有閑材として知られ、建築材からi器具材

まで使HJ範囲は広l、.そして中世以降は多方面において針葉樹材の使間が明えることが知られている。

図版3 銚子の柄の樹陣同定
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1.ヒJ令属{繊.節調) '""須>>μm lb同左{録制断面) b杭 100μm 1，肉'" 敏射断面 ""1ω，~
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第 3節 城之内遺跡H1 . S X 13 . 13W出土の種実花粉分析

新山雅広(パレオ ラボ)

l はじめに

峨之内遺跡は桔阜市長良に所在し、長良川の右ii!側に位置する 。 本遺跡において畑地(~，末苛o と

考えられる遺構 (H1.2)が検出され、この遺構に隣接した滞状遺構 (SX13. 1311')も検出され

た。これらの遺構は洪水砂により塩!制されており、ほぽ同時期のものと考えられている。今回は 畑

地の緋fj作物等の手がかりを得る目的で大型植物化石の検討を行い、また、当時の周辺柏生を明らか

にする目的で花粉化石群集の検討を行った。

2 大型植物化石

a 試料と方法

大型植物化石の検討に聞いた試料は、畑地と考えられる遺構 (H1 . 3区L)より摂取された雌刷

物試料、 1~よ料についてである。 大型植物化石の採集は、 堆積物試料約5叩ccをO.25mm 自の簡を開い

て水洗節分けをすることにより行った。

b 結m
産出した大型植物化石は、平本のザクロソウ(踊子、 20出)とナデンコ科(磁子 l 点)の 2分額

群であった。いずれも 畑地ないし路傍的環境などに生育する雑草と考えられる。

3 花粉化石

a 試料と方法

花粉化石群島の検討を行った試料は、 SX 13， 3区GよりJ:j;取された試料 1(灰色粘土)と SX 13 

W .3区Jより採取された試料 2 (灰色粘土)の剖 2試料であり、いずれも治状遺構の堆刷物より採

取された。

花粉化石の抽出は、試料 2-3g程度を10%水酸化カリウム処理(湯前約15分)による組子分離、

傾斜法による粗粒砂除去、フ y化水紫酸処理(約30分)による珪酸胤鉱物などの担当併アセトリンス

処理(氷聞般による脱水、濃硫椴 lに対して無水間隙9の混液で湯煎約 5分)の順に物理 化学的処

型を施すことにより行った。なお フッ化ぶ非酸処理能、 rru世分離(臭化亜鉛を比ill2.15に調盤)に

よる有機物の涜Jsを行った。プレパラー ト作成は、残j査を蒸官i水で適111に希釈し |づ}に撹枠した怯

マイクロピペ y トで取り、グリセリンで封入した。検鋭は、プレパラート全而を走査し、花粉化石の

保存状態や産出例数が良好な試料については 樹木花粉総数が200個以上になるまで同定 ;l-j敬した。

そのat数結*をもとにして各分類併の出現率を樹木花粉は樹木花粉総数を基数とし、革本花粉 ンダ

拙物胞子は花粉 胞子総数を基数として百分事で算出した.ただし、クワ科、マメ科は樹木と革本の

l、ずれをも合む分類l併であるが 区別が困難なため、ここでは位宜的に平本花粉に含めた。なお 椴
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2 

4
1
2
 
-
1
1
6
1
9
4
-

学名

樹木
マツ属復維管梨亙属 Pinus subgen. Diploxylon 103 
マツ属(不明 Pinus(Unknown) 5 
スギ属 Cryptomeria. 14 
ノグルミ属 Platycarya. 
クマシデ属ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 11 
ハンノキ属 Alnus 7 
プナ属 Fa.gus 3 
コナラ属コナラ璽属 Quercus subgen. Lepidobalanus 29 
コナラ属アカガシ褒属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis 8 
クリ属 Castanea 6 
シイノキ廊 Castanopsis 12 
ユレaーケヤキ鹿 UJmus -Zelkova 
トチノキ鹿 Aesculus 3 
ツツジ科 Ericaceae 

草本
ヒルムンロ属 Potamogeton ー
イネ料 Gramineae 127 89 
カヤツリグザ科 Cyperaceae 4 9 
クワ本ヰ Moraceae 41 12 
サナエタデ節 ウナギツカミ節 Polygonum sect. Persicaria-Echinocaulon 
ソパ腐 Fagopyrum 2 10 
アカザ科 ヒユ科 Chenopodiaceae -Amaranthaceae 3 
ナデンコ科 Caryophyl1aceae 
タケニグサ鹿 Nacleaya 1 
アブラナ科 Cruciferae 116 136 
マメ科 Leguminosae 1 
アリノトウグサ属 Haloragis 1 
セリ科 Umbelliferae 
オオパコ腐 Plantago 2 
ヨモギ鹿 Artemisia 4 2 
他のキク聾科 other Tubuliflorae 2 2 
タンポポ彊科 Liguliflorae 2 3 

ンダ継物

単粂型胞子 Monolete spore 21 43 
三条型胞子 Trilete spore 28 29 

樹木花粉 Arboreal pollen 204 29 
穆本花粉 Nonarboreal pollen 305 271 
y ダ植物胞子 Spores 49 72 
花粉 胞子総数 Total Pollen & Spores 558 372 

和名

2 

第 8表

2 Un包nownpollen 

S X 13 . 131V出土花粉化石一覧表

不明花粉
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数のう}置1併をハイ フンで結んだものは分頬群聞の区別が困難なものである.

b 結*

5 X 13. 3 Gの花粉化石群集 同定された分類併数は樹木花粉13、革本花粉14.形態分頼で示したン

ダ舶物胞子 2である。樹木花粉の占める割合は 約37%とキや低率である.その中でマツ脱線維智司I

illi廊がが~50%で111優占し 次いでコナラ属コナラ!l~属が約 14%で出現する 。 他に、スギ属、ンイノキ

属、クマンデ廊ーアサダfilが 5-7%程度、コナラ属アカガシ亜属 ハンノキ属、クリ属が 3-4%

科肢で出現し プナ閥、 トチノキ属、ノグルミ属、ニレ属ーケヤキ属、ツツ ジ科が低率で出現する。

草本花粉では、イネ科(約23拓)、アブラナ科(約21%)、クワ科(的 7%)が比較的多産し、ヒルム

シロ属、ソパ崩などが 1%未満の低率で出現する。

5 X 13¥V . 3 Jの花粉化石群集 同定された分知併数は樹木花粉 8、市本花粉14 形態分類で示した

シダ植物l胞子 2である.5 X 13W. 3 J の花粉化石昨~は、樹木花粉総数がj、ないため花粉化石分布

図として示せなかった.樹木花粉では、クリ廊がiriも多量1し、コナラ服コナラ亜属、マツ踊観維管東

亜属、 ンイノキ廊も比較的多産する。他に、スギ属、ハンノキ刷、 プナ属、コナラ属アカガン亜凪が

僅かに産出したo 1，X本花紛ではアブラナ科 イネ科が多摩し、クワ科、ソパ腐なども目立った出展を

する。

属鹿"・ 3

.• .ー
樹木"5 

、，
島区本"" シダ組制息子

ク コ
マ マ コナ
ツ シナラ エ ア ア

シ

績言集
マ aデラ属レ カヤザ科カ リ

樹木花粉 期本花"胞植物子グ

ク 踊ア属ヒ ノタ

属ノ lハ コカシ tトル ツ ア ト . 他のzンr単条'胞子E息三条型子
A ゲアン ガイケチツム '7 オヨキ

)不明スルザダノブナラ 庫彊シクノヤノツシ 4イネ1 グザ制リクソヒラ マグウセパモギ重科ク重料ポ

・・E二Eヨ 属
属ギ鹿ミ属属キ鹿ナ a量 aリキaa-pキaジu.ロ 斜ワパ属ユ斜ナ例 制メサ属材リ属コ鹿

三五唱 rrfHrr:HrUHr:fトHr:HfffrrHl 
"‘ 。ー

(-; 1"以下】 。 100鴎

国制回
・

口・ {樹木花mは樹木"・9・2像。~志lEt9 -11子は.，Et9 也子敏.，臨肢として百分車で算出した}

第四国 5 X 13の花粉化石分布閃

c 考察

昨末頃の迎跡問辺には マツ鴎傾維管東亜属 (アカマツ、ク ロマツのnuを主とした森林が成立し

ていたものと巧え られる。そこには落葉広葉樹のコナラMコナラ%M、クマシデ同 アサダ属、クリ

服 剣部削のスギ防 'ìj~申書広諜樹のンイノキ属 コナラMアカガン~mHlなども混じ っていた。一方、

遺跡付近では渦付近などの幾分湿った所にはイネ科、カヤツリグサ科、サナエタデ節ーウナギ Yカミ
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節、セリ科などが茂り、満内には水生植物のヒルムシロ腕が生育していたものと思われる。また 却l

地ないし路傍的関境といった幾分乾き気味の所にはクワ科(クワクサ、カナムグラなど)、アカザ

科 ヒユ科、ヲデンコ科オオバコ防 ヨモギ崩τ タンポ"，.mなどが生育していた.多産ないし目

立った出現をするアブラナ科(アブラナ立ど) ソパ服は付近で殺培されていた可能性がある。

4 おわりに

産出した大型拙物化石からは、骨JI地での耕作作物の干がかりを得る ζ とはできなかった.花粉化石

では アプラナ科 ソパ院などが多産ないし目立った出現在し、付近で栽t告されていた可能性がある

ものと考えられた。これらアブラナ科、ソパ属は州地で栽地されており 従って 隣掠した満州に多

数のアブラナ科花粉、ソパ院花粉が供給されたという可能世も考えられる。遺跡周辺の相生は、花粉

分析の結架からマッIJiW縦管東亜脱を主とし コナラ鴎コナラ亜回などを混じえた轟林が成立してい

たことが予怨された。

.ー..-
・.・
• -tt'-' 

2 

aJ 

図版 4 H 1から出土した大型植物化石(スケールは 1mm) 
1 ザクロソウ 車fi子 2 ナデシコ科、組子
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1-， 2-， 

3 < -， 

図版 5 S X 13から産出した花粉化石川

l マツ脱桜維管東亜属賦料 1. PAL. MN  928 
2 スギ属、試料1. PAL. MN  9剖
3 クマンデ属 アサダ属、試料 l、PAL. MN 935 
4 コナラ廊コナラ亜属、拭料 l、PAL. MN 931 

2-b 2-， 

<-， 

-20μm 
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2-， 

• . . 
4-， 

3-， 

4 -b ，I-c 

図脹6 S X 13から産出した花tA化石(2)

l イネ斜試料 l、PAL.MN 田0
2 クワ科、試料 l、PAL.MN 933 
3 ソパ科試料1. PAL. MN 929 
4 アブラナや;1./"m 1、PAL. MN 932 

ー

4-d -20μm 
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第4節 城之内池跡、SD2、SK 1出土の花粉化石群集

新山~I!広(パレオ ラボ)

l はじめに

城之内遺跡は岐阜市長凪に所在し、長良川の布J~側に位置する. この遺跡において、東西方向の人

工の満 (502，幅約 2m)が確認されており、 WIの基盤となる堆積物は121世紀雄半から 13世紀前半

と考えられている。また この消の上位には、現代と与えられるンルト質粘土防 (5K 1 )が堆積し

ている。今回は、消のi.¥総となる堆刷物と現代と考えられるンルト質粘土防から拭料を採取し、当時

の遺跡周辺の柏生復元を試みた。

2 試料と方法

花粉ft石群島の検討は 満の基鎗となる堆積物については

3地点から 4拭料を、鴻の上位に堆積するンルト質粘土師か

らは l地点から 2試料を採取し合計6試料について行った.

消は東西方向につくられており、西側から東側にI{'Jかつて、

順にA地点 B地点、 C地点と便宜的に地点t，を1'1け、 A地

点から 2試料 (Aー 1. A-2)、B地点から l試料 (8-

1 )、 C地点から l試料 (C-1 )を採取した.なお、 C地

点は鴻の東端(東盟)であり、試料採取位世が構の!.穏なの

か、それよりも上位なのかは不明確である。試料は A-1、

A-2、8-1はオリープ制色ンルト質砂、 C-11ま11自灰黄

色ンルト質砂である.湖の上位に堆積するンル卜質粘土附は

2防に分けられ、 上府は1・f灰色ンルト質粘土で下層よりも粘

質である.下層は骨灰色シルト質粘土で上層より色が"1るい。

上府より採取した拭料をは料 l、下層より採取した試料を試

料2とした.

花粉化石の抽出は、 以料 3-6.程度を10拓水般化カリウ

ム処理湯煎約15分)による粒子分離、傾斜法による相l粒砂

H 

H 

• ... 

. . -一-。
且 一

. 占>-円一吐'1.， • • • . . ・・

...・

一一'・"・・ーO 

ミヘヤミc・a¥

。
たミ

凡例県早田早

第60図 前5D2の断面図

e 

.. 

除去、フ y化水紫殿処且約30分)による段階温鉱物などの滞解、アセトリンス処理 (氷聞酸による

脱水、濃硫酸 lに対して無水俳骸9の混液で渇，m約 5分)の庫1に物理 化学的処埋を胞すことにより

行った.なお、プァ化水量;厳処理i去、重液分離(jムlft亜鉛を比重2.15に調担)による有機物の濃』駐在

行った。プレパラート作成は、残溢を蒸留水で適量に品釈し、十分に撹枠した植マイクロピペットで

取り、グリセリンで封入した。検鋭は、プレパラ ー 卜全而を走査し、その|目1に出現した全ての櫛類に

ついて、樹木花粉が200個以上になるまで同定 日|数した。その計数結県をもとに.樹木花粉は樹木

花粉総数を基数とし、 1，'i本花粉およびンダ植物胞子は花粉 ・胞子総数を基散として、骨分類併の出現
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率を百分率で郡山した。ただし、クワ科、マメ科は樹木と平木のいずれをも古む分類群であるが、区

別が困難なため、ここでは便宜的にIA本花粉に合めた。なお、級数の分野iMをハイフンで結んだもの

は分型11昨1:¥1の区別が困難なものである。

3 花粉化石併mの記蹴

A -1 : li止条型包子 l占のみ産出した。

Aー2 三条型胞子 l点のみ産出した。

B-I 花粉胞子化石は生く産出しなかった。

Cーl 花粉胞子化石は全く産出しなかった。

試料 l 樹木花粉の占める訓告は3拍程Eと低率である。その中で マツ属桜維管東亜属が約41%と

日率を占める。スギ属も約24%と比較的高率を占める。他に、ツガ属、ハンノキ属、コナラ鴎コナラ

盟属、コナラ属アカガン亜属 クリ属 ンイノキ属、ニレ属 ケヤキ属といった分}'1!r.下が10%未満で

出現する。草本花粉では、アブラナ科が約44拓と高率を占める。イネ科も約19部と比較的高率である。

他に、ソパ防や水生ンダ植物のサンシ ョウモなども低率で出現する.

試料 2 樹木花粉の占める由l合は20%程度と低率である。その中で、マツ属惚維管Jlm服、スギ属、

クリ防といった分類併が20%程度で比較的同率を占める。他に、クマシデ同 アサダ問、ハンノキ属、

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ンイノキ服、エノキ属ームクノキ属、ツツジ科といっ

た分類.tl'fIMO%未満で出現する。草本花粉では アブラナ科が約57%と日率を占的、イネ科も約17%

と比較的高率である。他に、ガマ崩 ソパ属、キカングサ腐といった分類群が低率で出現する。

綱本招. .志位暢 シグ..砲予

砂ヨ::口lttr lt ltt U lrlr lt ~l m ~己川川目
'"-

(. : 1"以下》

{町制桝柑肌恩師鈴…酬 旭川崎蝕どして田町幽した〉

JIIfI~ヨ Eヨ Eヨ Eヨ鮎0-...，・ H

第61図 S K 1の花粉化石分布図

酬
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和名 学名
2 A-l A-2 8-1 C-1 

樹木

マキ属 Podocarpus 1 
ツガ属 Tsuga 4 1 
マツ属視維哲東直属 Pinus subgen. DipJoxyJon 84 46 
マツ嵐(不明) Pinus (Unknown) 5 3 
スギ腐 Cryptomeria 50 49 
イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科 T.-C 2 
ヤマモモ属 Myrica 
サワグル ξ周一クルミ属 Pterocarya-Juglans 2 
クマシデ属ーアサダ属 Carpinus -Ostryll 5 
ハシバミ嵐 Corylus 
カパノキ属 BetuJa 1 
ハンノキ属 Alnus 11 17 
プナ嵐 Fagus 1 
コナラ嵐コナラ亜属 Quercus subgen. Lepidobalanus 13 15 
コナラ周アカガシ亜属 Quercus subgen CycJobalanopsis 6 5 
クリ腐 Castanea 16 43 
シイノキ属 CastanopsIs 5 10 
エレ嵐ーケヤキ属 Ulmus -ZeJkova 3 
エノキ嵐 ームクノキ属 Ce 1 t i s-Aphanan the 12 
モチノキ属 [Jex 2 
トチノキ属 AescuJus 
ヒサカキ属近似槽 cf. Eurya 

ツバキ属 CameJlia 1 
グミ属 EJaeaKnus l 
ツツジ科 Ericaceae 3 

平本

ガマ属

イネ科

カヤツリグサ科

ユリ科

クワ科

ザナェタデ節ーウナギツカミ節

タデ属イタドリ節

ソパ属

アカザ科 ヒ立科

ナデシコ科

アブラナ科

マメ科

キカシグサ麗

ミズユキノシタ腐

アリノトウグサ腐

シソ科

ナス腐近似櫨

キツネノマゴ腐

ヨモギ腐

他のキク彊科

タンポボ彊科

γ ダ催物

サンショウモ

単条型胞子

三条型胞子

Typha 

Gramineae 
Cyperaceae 
Li 1 iaceae 
Moraceae 

PoJygonum sect. Persicaria-Echinocaulon 
PoJygonum sect Reynoutria 
Fagopyr仙仰

Chenopodiaceae -Amaranthaceae 
Caryophyllaceae 
Cruciferae 
Leguminosae 
Rotala 
Lud"'igia 
HaJoragis 
Labia tae 
cf. Solanum 
Justicia 
Artemisia 
other Tubuliflorae 
Liguliflorae 

SaJvinia natans (L.) All 
Monolete spore 
Trilete spore 

1 
116 190 

1 2 
3 

2 
1 
2 
2 3 
3 6 
1 8 

271 630 
7 

1 
1 
i 
11 
4 

4 7 

7
3
 

I
3
4
 

樹木沼紛 Arboreal pollen 206 216 o 。o o 
"本花紛 Nonarboreal pollen 406 876 o o o 。
シダ植物胞子 Spores 8 10 o 。
花粉 ー胞子総数 Total Pollen & Spores 620 1102 o 。
不明"紛 Unknown pollen g 12 o o o 。

第9表 SD2、SK 1産出花粉化石覧表
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4 考察

T.時の基盤となる堆刷物より採取した試料については 花粉・胞子化石は殆ど産出しなかったので周

辺植生を復元することはできなかった。満の上位に堆制するンル卜質粘土防からは十分な花粉化石が

仰られた。当時、遺跡周辺の柏生は、試料 lの時期も試料2の時期も大勢としては変わら在L、。それ

は マツ肪桜維管Jfull!脇、スギ照といった針葉樹を主としたものであり、議議広葉樹のハンノキ照

コナラ鴎コナラ盟属、クリ鴎や常緑丘葉樹のコナラ属アカガン亜腕、ンイノキ属也若干混じえていた

であろう。平本では、イネ科が比較的多産し、キカングサ腐などのいわゆる水田雑草色随伴するので

付近で水凹揃作が行われていたものと思われる。また、アブラナ科が試料 l、2共にかなり高率で安

定した出現をしており、付近でアブラナ科(ダイコイン、カプ アブラナなど)の栽培が行われてい

たものと思われる。他に、低車ではあるが、ソパ臨も厳11¥しており、栽培の可能性が考えられる。 ソ

パの栽培は水田での袈作として行われることがあり(中村、 1984)、そのようなソパ花粉が分析結果

に表れたのかもしれなL、

5 おわりに

試料 1 、 2 から仰られた花粉化石群lliによれば、 当時、域之内遺跡周辺の植生は 、 マツ防総維管:q~

!l1~属、スギ腐といった針葉樹を主としたものであ ったと思われる 。 また 付近でユは イネ ソパ ア

ブラナ科(ダイコン、カプ、アブラナなど)などが栽培されていたであろう。

引用文献

中村純 (984)古代民耕とくに稲作の花粉分析学的研究古文化財の自然科学的研究?古文化財編

集署員会編， p .581-616 
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図版 7. S K 1から産出した花粉化石(1)

-a : 20μm 

l マソ郎被維管束~I!属、試料 1. PAL. MN 705 
2 スギ属試料 1. P A L. M N 707 

(スケール ， : 1 b 2 ) 

2 c 

2 d 

b : 20μm 
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2 ， 

1 ， 1 b 

3 ， 

図版 8. S K 1から産出した1';1骨化石(2)
ハンノキ民試料 2、 PAL. MN 703 

2 コナラ属コナラ亜問、試料2、PAL.MN 702 
3 イネ科 試料 2. PAL. MN 706 

3 b 

20μm 
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1 ， 1 b 1 < 

1 d 1 ， 

図版9. S K 1から産出した花粉化石川
1 ソパ閥、試料2. PAL. MN 704 
2 アブラナ科、試料2、PA L. M N 701 
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第 5 節城之内遺跡出土器.~の胎土材料

脱線久古純美智子(パレオ ラポ)

l はじめに

土器は、日常的な道具として、また祭把などの特別な行事に用いる道具として非常に重嬰であった。

こうした土器の製作においては、土器形成に耐えうる且い粘土材料の位向が必要であるほか、混栴l材の

級茸1やその混入方法など十分熟知した経験が!}Q求されたことは主担保に難くなL、。一般的に土器の胎土分

析は、土器を構成する胎土の岩石字的特徴あるいは化学的特徴から、その土器の製作地を柑定する目的

で行われているが 粘土材料あるいは混和物の極類や特徴についての検討は置とんど行われていなL、
I止近、弥生土器などの低温焼成された土器などについて、粘土の種煩(起源)を指標する珪部化石

や骨針化石立どの微化石刻が残っていることが明らかになり、粘土の極l!Iや混和材の特徴について次

第に明らかになりつつある(車崎ほか、1996)。ここでは、城之内遺跡から出土 した費胎土について、

その材料粘土や浪利時オなどの特聞について調べた。

2 試料と方法

検討した試料は、城之内遺跡の数次にわたる調査から出土した費60aA料と粘土塊2試料である(第

10，主)。なお、出土地点の遺構番号のTS.HZS. US. YS2などは調査次数等の述いを示している。

ここでは、薄片を作成し偏光顕微鏡による観察による方法を行った。各土器は、次の手順に世って

偏光顕微鏡観察岡の薄片(プレパラー卜)を作成した。

(1)土器は、岩石カッタ などで整形し、恒温乾燥機により乾燥させ平而を科成した後、その平而にエ

ポキン系樹脂を古浸させ固化処理を行った。

(2)さらに、研Il!機およびガラス板を用いて研l.ffし、平而を作成した桂スライドグラスに接着した。

(3)その後、相官岩石薄片作製機を用いて切断し、ガラス板などを用いて研磨し、!亨さO.02mm前後の

薄片を作製した。仕上げとして、研陪剤を古ませた布板上で琢lsiし、コーテイングmを塗布した。

各薄片試料は、{届光顕微鏡下3朗倍で各分類群ごとに同定 計数 した。同定 百十数は、 100μm格子

目慌を用いて任意の位iEにおける約50μm(O.5mm)以上の鉱物や岩石片あるいは微化石類 (50μm

前怯)を対皐とし、石英 長石類と微化石類以外の粒子が約100個以上になるまで同定 昔|数した。

また、この計数とは別に、薄片生前について 微化石刻や大型粒子などの特徴についても観察 記載

し犬=。

3 分頬群の記載

細際~砂サイス・以下の粒子を偏光顕微鏡により同定する場合、粒子が細粒であるため同定が困難で

ある場合が多い。特に、岩石片については、岩石片中に含まれる鉱物数が少ないため 岩石告を正確

に決定することが事実上不可能である場合が~\ 、。 ここでは岩石主『 を付けず、岩石片を構成する鉱物

や梢造的な特徴に基づいて分類した(菱田ほか、 19目的。ここで採用した各分類群の記載とその特徴
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などは以下町通りである.なお、各鉱物の光学的性質についてはその記述を古略した.

[放散虫化石]

欣散虫は、放射仮足首lに崩する海生浮遊性原生動物で、その骨格は硫般ストロンチウムまたは珪般

からなる。 放散虫化石は、海生i'7i'i1生珪部化石とともに外洋性~;刷物中によく見られる.

[骨針化石]

海綿動物のi't柿を形成喧一る小さな珪質、石灰質の什片で、細い骨状や針状などを呈する.海綿動物

は 多くは海産であるが、淡水産としても日本において23傾ほどが知られ、iIIJや池あるいは川の水底

に横たわる木や貝般などに付訂して生育する.

[砧E面化石]

珪般質の殺をもっ微小な2高知で、その大きさは10-数百μm程度である。時凍11海水域から淡水械

に!よく分布し、個々の極官lによって特定の生息環境をもっo Ju近では 小杉(1988)や安藤(1990)

によって環境指標種併が設定され‘具体的な環境i且fiif])t行われている.ここでは‘櫛あるいは崩が同

定できるものについて嵯部化石(潟水極) 珪藻化石(汽水積) ー珪藻化石 (i車水制)と分類し、同

定できないものは嵯潔化石(? )とした.なお、各胎f:.，.の珪穏化石の詳細については、目「数外の特

徴とと也に記献した.

[柏物珪酸体化石]

植物の細胞組絡を充瓜する非fila質古水珪献体であり、大きさは極類によっても典なり、主に約10-

50pm前挫である.一般的にプラント オパールとも呼ばれ、イネ科革本、スグ、 γダ.トクサ、コ

ケ煩などに存在することが知られている. ファン担や.~鈴型あるいは棒状などがあるが、ここでは大

型のファン型と格状を対皐とした.

[胞子化石]

胞子化石は 桂般質と!J.I，われる直径10-30μmflJ.!rの小型の無色透明の球状粒子である。これらは、

水成推制中で多く見られるが、土壊中にも含まれる.

[石英長石類]

石英あるいは長石頬は、いずれ色無色透明の鉱物である.長石類のうち陸述する双品などのように

光学的に特徴をもたない也のは石英と区別するのが悶雑である喝告が多く 一指して被う。なお、石

yh 長石類(零時)は、黄色などの細粒雲母軍1が包合される石英または長石顕である。

[長石類]

長石は大きく斜長石とカリ長石に分類される。i同県石は、双品(主として平行な純)を示すものと

且{，:j~構造(同心円状の縞)を示すものに細分される(これらの縞は紺成の速いを反映している)。 カ

リ長石は、細かい葉片状の結品を含むもの(パーサイト構造)と佑子状構造(微斜長石構造)を示す

ものに分煩される。また、ミルメカイトは斜長石と虫食い状石英との連品(微文畠構造という)であ

る.Z44iF構造を示す斜長石は 火山岩中の結品(斑品)の斜長石にみられることが多t、 パ サイト

榊遣を示すカリ長石はカコウ16tなどの日02%の多い深成岩や低温でできた泥質 砂質の変成岩などに

産する。

ミルメカイトあるいは文畠岩は火成岩が困結する過程の晩期にまじると考えられている。これら以
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外の斜長石!主、火成岩、堆積岩、変成岩に普通に産する。

[雲母額]

般的には以室町が多く tJJ色から崎褐色で風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき1:日

(規則正しい削れ目)にそって板状には剥がれ易い。薄片上では長柱状や問状lこ見える場合が多い。

カコウ岩立どの Si02%の多い火成岩に普)!量的に虚し、泥賀、砂質の変成岩および堆積岩にも含まれる。

立お 雲母膏lのみが複合した粒子を飽合雲母知とした。

[師石茸il

主として斜方肺石とlii斜声f<石とがある。斜方輝石(主に紫蘇輝石)は、肉眼的にビールびんのよう

な淡褐色および淡緑色などの色を呈し 形は長柱状である。Si02%が少ない深成岩 田02%カ!~l lIlj あ

るいは少ない火山岩、ホルンフェルスなどのような日潟で生じた変成岩に産する。ili斜輝石(主に普

通輝石)は 肉眼的に緑色から淡緑色を呈し、柱状である。主として Si02%が中IlUから少ない火山岩

によく 児られ、Si02%の辰也少ない火成岩や変成岩中にも含まれる。

[角IXI石煩]

主として普通角閃石であり、色はm色からm緑色で、部片上では黄色から緑褐色などである。形は

細長く平たい長柱状である。IXI緑岩のような 日02%が中11¥1的な深成岩をはじめ火成岩や変成岩などに

産する。

[ガラス]

透明の非結品の物質で、屯味のガラスの破片のような薄くて時¥1111したガラス(パブル ウオール型)

や小主主泡をたくさんもつガラス(軽石型)などがある。主に火山の噴火により噴出された噴出物と

考える。なお 濁ガラスは、非品質でやや濁りのあるガラスで、火山岩類などにも見られる。

[組合鉱物知]

構成する鉱物が石英あるいは長石以外に彊鉱物を伴う粒子で、雲母:Uiを円う粒子は桜台鉱物類(古

雲母額)、輝石類を伴う粒子を組合鉱物類(吉郎石類) 角閃石類を伴う粒子を被告鉱物頬(向閃石穎)

とした。

[斑j
1l-lli1 完品質]

斑品質は斑品(鉱物の結品)状の部分と石基状のガラス質の部分が明瞭に確認できるもの、完品質

は ほとんどが結品からなり石基の部分が見られないか、ごくわずかのものをいう。これらの斑品質、

完品質の粒子は主として玄武岩、安山岩、デイサイト 流紋岩などの火山岩類を起源とする。

[凝灰岩質]

非品質でそザイックな文総構造を示し、石英 長石類やガラスなどが含まれるものをいう。

[核合石英知]

被告石34類は石英の集合している粒子で、基質(マトリックス)の部分をもたないものである。

個々の石英粒子の粒径は粗粒なものから細粒なものまで総々である。ここでは、 便宜的に個々の石英

粒子の粒径が約O.Olmm未満のものを微細、 O.Ol-0.05mmのものを小型、 O.05-0.1mmのものを小型、

O.lmm以上のものを大型と分類した。また 等粒で小型の長石あるいは石英が被告した粒子は、観合

石英J:f， (等粒)と して分類した。この総合石英喜i(等粒)は、ホルンフェルスなどで児られる粒子と
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考える。

[片思傾合鉱物J'Jil

被告石英頬で、個々の石英あるいは長石類が一定方向に配列しているものをいう。なお、これら石

英などの粒子の隙間に黄色などの二次的な鉱物(主に雲母額)が見られるものを片型複合鉱物類(合

室町類)とする。

[砂岩質泥岩質]

石英、長石類、岩片J'Jlなどの粒子が集合し、それらの11¥1に基質の部分をもつもので 古まれる粒子

の大きさが約O.06mm以上のものを砂岩質とし、来甘O.06mm未満のものをil，岩質とする。

[不透明不明]

下方ポ ラ のみ直交ポ ラーのいずれにおいても不透明なものや、変質して鉱物あるいは岩石

片として同定不可能な粒子を不明とする。

4 畠胎土の特徴および計数の結*

j拍土中の粒子組成は 任意の位世での粒子を分類群別に計数した(第11表)。また、計数されない

微化石類や鉱物岩石片を記載するために、プレパラ ト全而を精査観察した。以下では、粒度分

布やO.lmm前後以上の鉱物 岩石片の砂粒組成あるいは目十数も古めた微化石類などの記縦を示す。な

お、不等号は、概略の益比を示し、 ニ宜I不等号は極端に多い尉合を示す。

I>b I : 50-230μm前後が多い(日大粒径3.4mm)。ガラス〉石英長石類〉複合石英首't(微細)>砂岩

質、被告謀母類、珪穏化石(淡水種 Eunotiabiarefera、EUllotia属事産、不明咽)、骨針化石 植物珪

酸体化石多産、組物遺体

I>b 2 : 50-350μmが多い(最大粒径2.0mm)。ガラス〉石英長石類〉被告石英類(微細) 斑品質、

斜長石(双品) 齢、岩賀、ジルコン、珪部化石(汽水制 Naviculayarrens;s、湖沼浮遊生指僚組群

Melosira granuJala、淡水極 Eunotiabiarefera、Eunotia凪多産、不IifIHO、骨針化石多産胞子化石

植物珪問主体化石

出 3 叩 "m前桂が多い Ui1大粒径1.6mm)。桜台石英頬〉石英 長石頼、被告鉱物J'J{(合jJf閃石組)

被告石英J'J{(微細) 斜長石(双品)、雲母類、ガラス、ジルコン、ザクロ石類、放散虫化石川個体)、

嵯藻化石(海水腫 CoscinodisclIS属/17Jalassiosira閥)、骨針化石多い、胞子化石柏物珪酸体化石

1>b4:50μm 前怯と200μm前怯が多い (jE大粒径1.7mm)。石英 長石類〉複合石英J'J{>角閃石書i>

雲母類、斜長石 (双山，)、複合石英知 (微細)、組合鉱物類(古雲母類) 被告鉱物茸{(合fil閃石刻)

ザクロ石類 ジルコン、放散虫化石(18個f*)、凝灰岩質、珪部化石(海水腫 Coscinodiscus属

l77wlassiosira属、 5tephanodis臼，.属、不明種)、叶針化石多産、植物珪殿体化石

1>b5 同 μml日後と200-500μmが多い (111大粒径1.4mm)。被告石英類〉石英長石類〉複合石英

類(微細)、斜長石(双品)、桜台鉱物類(古JE母J'Ju、雲母類、内閃石類、砂岩賀、植物耳酸体化石、

植物遺体

1>b 6 : 50μm 前怯と 500μm 前怯が多い(I~大粒径2 . 7mm) 。 片理総合石英類〉飽合石英J'J{ (微細)> 
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石英 長石類〉被告石英類、被告鉱物類(古雲母類)、砂岩質、雲母類、複合鉱物類(古角関石類)、

線合鉱物類(合雲母類)、斜長石(双品)、ガラス、 lii斜輝石、斜方輝石、戸j閃石類、珪藻化石(淡水

種目'nlll，叩 a属、 Cymbella属?)、廿針化石(j個体)、植物珪酸体化石、植物遺体

Na 7 : 50-200μmが多く密度が高い(最大粒径1.3mm)0 石英 長石頬〉被告石英類(微細)>複合

石英類、斜長石(双品)、JlI閃石類、雲母類、ザクロ石類、ジルコン、珪穏化石(不明極 Pinnularia

凪?)、胞子化石、植物珪酸体化石

Na8 :50ー 100μm が多い(政大粒径1.4mm) 。 石英長石煩〉被告石英類〉被告鉱物類(合:~母頬)、

斜長石(双品) 角閃石類、雲母類、被告石英知(微細)、被告鉱物類(古角l均石類)、ジルコン 単

斜~Hi、凝灰岩質、ザクロ石類、植物産酸体化石

Na9 :50-150pmが多い(政大粒径1.4mm)。被告石英類〉石英長石類〉斜長石(双品)、複合鉱

物類(古雲母類)、被告鉱物納(古角閃石類上被告石英類(微細)、角閃石類、ジルコン、ザクロ石

類、ガラス極少放散虫化石 (2個体) 珪薄化石(海水種 Coscinodiscus属/71】alassiosira属多い、

不明~Jì)、廿針化石多産、胞子化石、植物珪酸体化石、柏吻遺体

出 10:30-50μmが多い(応大粒径1.2mm)。被告石英類(微細)>砂岩質〉石英長石類〉斑品質、

完品質、組合鉱物J:rj(古雲母類)、ガラス、 lii斜輝石、珪部化石(淡水腫 Eunotia属、 Cymbella属、

不明積)、廿量|化石、 l胞子化石 植物珪酸体化石多産(古ヨン属)、植物遺体

地11: 30-50μmが多い(段大粒径850μm)。被告石英類(微細)>砂岩質〉ガラス>j，¥f品質、石

英 長石領、被告石英類、角閃石類、珪深化石(淡水極 Eunotiabiareofera、Eunotia属多い、

Pinnlllaria .¥rl品、不明顧)、廿針化石、植物嵯酸体化石多産植物遺体

Na12 : 20-1凹 μmがj;い(最大粒径2.0mm)。石英長石類〉複合石英類(微細)>被告石英領、ガ

ラス、桜合鉱物類(古雲母類)、斜長石(双品)、 :主時J:ri、ジルコン、角閃石額、ザクロ石類、骨量|化

石、胞子化石、植物珪酸体化石

Na13 : 20-100μmが多い Ul}大粒径1.4mm)0 石 英 長 石 類〉被告石英類(徴嗣I[)>被告石英類、斜

長石(双品)、 雲母類、角閃石類、ジルコン、ガラス、ザクロ石類、 ff針化石、植物珪般体化石

Na14 : 50-150μmが多い(最大粒径2.2mm)。石英長石類〉被告石英類、被告石英類(微細[)、複

合鉱物J:rj(合雲母類)、斜長石(双品)、 雲母類、角閃石類、凝灰岩賀、ジルコン、ザクロ石類 植物

産酸体化石

地 15: 50-2叩 μmが多い(最大粒径1.6mm)。石英 長石類〉被告石英類〉複合鉱物知(古雲母類)、

複合石英類(微細)、斜長石(双品)、雲母類、角閃石類 ジルコン、ザクロ石類、凝灰岩質、 fj針化

石胞子化石、植物珪酸体化石

出16:20-100μmが多く粒子宮度高い(最大粒径1.2mm)。石英長石類〉被告石英類被告石英類

(微細)、斜長石(双品)、 雲母類、ガラス、ジルコン、ザクロ石類、放散虫化石? (1個体)、珪説化

石(不明騒)、廿針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

Na17 : 50-1∞μmが多く粒子密度高い(最大粒径950μm)。石英 長石類〉桜合石英類(徹市町、被

告石英類、雲母類、角閃石類、ジルコン、ガラス、柏物珪酸体化石

Na18 回一100μmが多い(応大粒径1.8mm)。石英長石類〉被告石英類(微細)、被告石英類、 雲母
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頼、向閃石頼、ジルコン 斜長石(双品) ガラス、経部化石(淡水腫 MeJos四 属)、植物産酸体化石

No19: 30-40 μmが多い w大粒径1.501m)0砂岩質〉泥柑質〉石3座 長石頬〉ガラス、斑品質、

組合石英類(微細f)、雲母類、 1'1閃石類、ジルコン lii斜州石 底部化石(淡水甜 MeJosiradistans、

Eunolia属、 Epit1:出 ma属、不明踊)、 骨針化石、植物珪酸体化石

出20:90ー7凹μ m が多い(I~大粒径2.9mm ) 0 複合石英知〉石英長石類〉ガラス、片理組合石英軍1.

1'1閃石知、単斜鰍石、ジルコン、植物珪酸体化石、黒制色微細l粒子高惰度

出21曲-4∞μmが~い w大粒経2.6mm ) 0 石英長石J:li > ガラス 〉 被告石英類(微細) >複合石英

類、斑品質、砂fi賀、角閃石鎖、雲母類、底部化石(淡水fffiEunotia biarefer宮、 Eunolia属)、骨針化

石、胞子化石、植物珪酸体化石多産

出22:2同一7∞μmが多い(1日大粒径1.701m)0石英長石知〉傾合石英類、雲母類、組合鉱物類(合

角閃石類上被告鉱物類(吉郎石類)、ガラス.斜方岬石.凝灰岩質 座藻化石 (Coscinodiscus崩

/ThaJa回 JOSlla属)、植物産酸体化石

No23 : 80-700μmが多い(lj，t大粒径1.4mm)。被告石英知(微細)>石英長石類〉ガラス〉砂岩賞、

被告石英類、完品質、凝灰岩賀、被告鉱物J:li(合雲母類)、ジルコン、iII灰岩質、座部化石(淡水櫛

Eunotia biarぜe問、EunotiakJS， Pinnularia属、不明1唖)、植物且酸体化石多産

No24 : 10-50μmが多く粒径揃う (1詰大粒径1.7m01)0石英 長石J:li>ガラス〉被告石英類、被告石

34類(微細)、向閃石類、斜長石(双品)、::!!母類、ジルコン、ザクロ石類 桂礎化石(海水櫛

CosαIlodi町 us属11百a/assiosira服、不明頗)、骨量1化石、植物珪酸体化石

No25: 50μm iIIff査と300μmiIIIf:査が多い(応大粒径1.8mm)。被告石英知〉石英 長石如〉被告鉱物置l

(合1'1閃石類)>組合石英類(微細)、雲母類、角閃石類、斜長石(双品)、ジルコン、ザクロ石類、ガ

ラス、珪藻化石(陸生指標額昨 Hantzschiaamphioxys )、什針化石、胞子化石、植物且酸体化石

No26 : 50-100μmが多い(lol大粒径2.0mm)。石英 長石矧〉被告石YiJ:li>被告石英知(微細)、1ft

閃石鎖、斜長石(双品)、零時額、被告鉱物知(古雲母類}、ザクロ石如、ジルコン、珪磁化石(限生

指棟踊群 Hantz.町'hiaamphioxys ) 骨針化石、植物珪酸体化石

No27 : 30-100μmが多い(恥大粒径1.0mm)。石英 長石軍i>観合石英J:li(微細)>組合石英知、雲

母類、被告鉱物矧(古雲母類)、組合鉱物類(古角閃石類)、斜長石(双品)、ジルコン、ザクロ石矧、

接藻化石(海水.f!f!Coscinodiscus凪/ThaJassiosira属、淡水種 目nnu/aria廊) 骨針化石、胞子化石.

植物珪酸体化石、植物遺体

No28 : 50-100μmが多い(応大粒径2.1mm)o石英長石賀1>被告石英知(微細)、被告石英類、斜

長石(双品)、雲母旗、ジルコン、ザクロ石頼、カリ長石(パーサイト).珪E量化石(淡水極 Eunolia

biareoたra、Eunotia鴎 Neidium服、 日'nnuJaria臨海水制 Cosα;nodiscus鴎/ThaJassiosira属 1f田体)、

骨針ft石.胞子化石、植物珪酸体化石

No29: 50-1凹 μmが多い w大粒径1.0mm) 石英 長石J:li>被告石英知(微細)>複合石英類、斜

艮石(双品)、被告鉱物類(合~骨煩)、被告鉱物類(古角閃石)、角閃石類、 2耳障類、ジルコン、ザ

クロ石頬、ガラス、珪藻化石(淡本種 Eunoliak耳).胞子化石、 植物珪酸体化石

出30:1凹~気)()μmが多l、(政大粒径1.8mm)0複合石英軍1(微細)>砂岩質〉ガラス〉石英長石膏i.
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被告石英類.斑品質、按合鉱物頒(含雲母矧)、凝灰岩賞、完品質、カリ長石(パーサイト)， 1111i~朗{

石、紋晶岩、底部化石(淡水揃 Eunotiam. Cyrηbella属‘ Pinnularia属.DipJonejs属、不明種)、胞

子化石、植物且般体化石

No31 : 200-800μm 前後が多L、(1砧大粒径2.8mm)。石英長石類〉砂岩質〉ガラス〉被告石英知(微

細川、斑品質、珪穏化石(淡水植 El.lno白属)、骨針化石多い、胞子化石.植物珪酸体化石.植物遺体

出32:190ー7∞μm前怯が多い w大粒径1.4111m)。被告石英類(微細)>石英長石鎖〉複合石英知、

砂岩賞、ジルコン、植物珪献体化石少ない

出33 田一150μmが多い{段大粒径1.4mm}o被告石英類(微細)>石英長石類〉砂岩賀、被告石英

類、ガラス、完品質、角rXI石如、ジルコン、被告雲母類、暗部化石(不明樋)、骨針化石、植物桂俄

体化石

出34:2∞一筑lOp m が~t 、(応大粒径1.701m) 0複合石英知(微細)>石英長石類、砂宕質、完品質、

斑品質、凝灰岩賞、単斜蝿i石、角閃石類、ガラス、斜長石(双品)、胞子化石、植物珪献体化石

No35 : 100- 700 μm が~い w大粒径1.6mn1} .， 被告石英"'1(微細)>石英 長石類〉カリ長石(パー

サイト)，雲母車1、斑品質、凝灰岩質.砂岩賀、ガラス少、胞子化石、植物珪酸体化石

出36:320-筑lOμmが多L、(li1大粒径1.4mm)0被告石英軍i(微細)>砂岩貿〉石英長石知、晶I合石英

知、ガラス(古軽石型ガラス)、斜長石(双Ilia)、凝灰岩賞、斑品質 lji斜醐l石、角IXI石如、ジルコン

カリ長石(パーサイト) 珪磁化石(淡水積 Eunotia属)、骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No37: 130μm -1.2mm前後が多い(最大粒径2.5mm).， 複合石英類(微細1)>砂岩質〉ガラス〉石英

長石如、被告石英類、斑品質、組合鉱物矧(古輝石摺i)、凝灰岩賞、1'J日!石類、雲母"'1、珪藻化石

(淡水MiEunotia廊)、植物珪酸体化石

No38: 30-1団 μmが多い(Jil大粒径2.2mm)0被告石英知〉石英 長石頬〉零時頬、 1'，閃石類、斜長

石(双品) ジルコン多い ザクロ石類、観合石英類(微細)、植物耳般体化石

No39 : 50-1帥 μmが多い(Jil大粒径2.0mm)0石英ー長石軍1>雲母茸¥>被告石英類、タI肌l石類、被告

石英類(微細)、斜長石(双Jll，)、ジルコン.ザクロ石頼、珪穏化石 (践生指標種群日:nnuJariaborealis 

淡ホ車I日nnuJaria~耳)、刊f針化石、植物珪限体化石

No40: 50-1凹 μmが多い(1註大粒径2.5m01) 石英 。長石軍¥)被告石英知〉複合石英知(微細)、複

合鉱物類(古零時煩)、雲母類、角閃石類、斜長石(双EVILサ.クロ石鎖、ジルコン， 111斜輝石、ガラ

ス、油部化石(淡水車nCymbeJJa防、不明樋)、骨針化石村柑珪酪体化石(械に植物遺体

No41 : 50-150μmが多い(1並大粒径1.7mm)。複合石英知〉石英 長石矧〉雲母類.被告鉱物類(古

雲母類)、複合石英領(微細川、角田i石類、斜長石(双『川、ザクロ石如、ジルコン、単斜輝石、 1:t針

化石、植物珪限体化石

地42:50-150μmが多い(li1大粒径1.4mm)0石英 長石類〉被告石英~i (微細)>被告石英l'Xi、 怨

時如、 1，閃石如、斜長石(双品)、紋畠岩賞、ガラス(塊)、ジルコン、サ.クロ石類、 111斜輝石、政倣

虫化石(1個体)、珪礎化石(淡水極 Me/osi日間)、骨針化石、植物珪椴体化石

No43 : 50-100μmが多い(lil大粒径3.2mm)。組合石英知〉石英 長石軍i>被告石英知(微細)、ガ

ラス、雲陪類、 1'，閃石類、斜~石(双品)、サ'クロ石類.ジルコン、凝灰岩賀、珪部化石(陸域指標
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種群 日'nnulariaborea]js 淡水種目nnulariaA耳)、骨針化石、植物珪酸体化石、柏物遺体

No44 : 50-100μmが多い(J民大粒径1.6mm)。石英 長石類〉被告石英類〉ガラス〉被告石英類(微

細)、向閃石鎖、雲母類、ザクロ石類 ジルコン、珪務化石 (淡水極 Eunotiabiareolera、Eunotia閥、

不明極)、 骨針化石 胞子化石、植物珪椴体化石(塊)、植物遺体

No45 : 30- 1田μmが多い(最大粒径曲Oμm) 。 石英長石類〉角I~I石類〉ガラス〉総合石英類(微細)、

斜長石(双品)、関品質、単斜輝石、ジルコン、庄藻化石(淡水腫 Eunotia属)、胞子化石、植物珪酸

体化石

No46 : 70-400μmが多い(j白土粒径600μm)。石英長石類〉複合石英類(微細)、ガラス、斜長石

(双品)、単斜輝石、珪;鋭化石(海水車f[ωscinodiscus鴎/Thalassiosira属)、骨針化石、胞子化石、植

物庄西主体化石多摩 粘土部分暗い

No47 : 110-8帥μmが~い(応大粒径 1.5mm) 。 被告石英類(微細) )砂岩質〉石英長石類〉ガラス〉

被告石英類 凝灰岩賀、斑品質、jfllX石類、被告雲母類、紋皐岩、珪藻化石(砂粒付着種 Cocconeis

plac佃 tula)、ft針化石、植物珪酸体化石多い、粘土部分暗い

出48: 110-550μmが多い(J詰大粒径1.8mm)。石英長石類〉小型雲母類〉被告石英類(微細))複

合石英類、斜長石(双品)、ガラス、角IXI石類、斜方師石 ft針化石、胞子化石、植物庄西主体、 m色

粒子高密度

No49 : 50-300μmが多い(局大粒径1.4mm)。石英長石頬〉小型雲母類〉被告石英類(微細))角閃

石類〉禎合石英知、被告鉱物額(合4主昨類)、ガラス、凝灰岩賀、単斜輝石、斜長石(双品)、ジルコ

ン、柏崎努珪酸体化石、黒色粒子多い

出回開-5凹 μmが多い(最大粒径1.6mm)。石英長石類〉小型雲母類〉被告石英類(微細)、被告

鉱物類(合雲母類)、ガラス、凝灰岩質、斑品質 、 jiJl~1石類、ジルコン ザクロ石類、珪藻化石(湖

沼浮遊生指標種群 Melos四 granulata、淡水腫 Eunotiabiarefer宮、 Euno旧閥、 Cymbel1a属)、 骨量l化

石、胞子化石、植物珪酸体化石

地51: 60-220μ mが多い(最大粒径 1.6mm) 。 石英長石~i) 被告石英類(微細) )被告石英類〉角閃

石類、窓母類、ガラス、ザクロ石類、ジルコン、泥岩質 珪藻化石(淡水極 Eunotiabiarefera、

Euno帥属、 Cymbel1a腕、不明磁)、骨針ft石、胞子化石、植物睦酸体化石

Nl52: 80-120p mが多い(最大粒径2.4mm)。石英長石類}複合石英知(宵必H))被告石英軍1、雲母

類、角閃石類 斜長石(双品)、カリ長石(ハ・ ーすイ卜) 、 複合鉱物知(合雲母~Ü 、ガラス、ザクロ石類

ジルコン、珪務化石(海水種 Cosdnodiscus属/Thala田 IOslra属、淡水種 Melosira属、 Eunotia閥、不

明種) 骨針化石 胞子化石、植物珪酸体化石、粘土部分暗い

地53: 80-700μmが多い(最大粒径1.7mm)0 石 英 長 石 類〉向閃石類〉被告石英類(微細))ガラ

ス(古軽石型ガラス)、凝灰岩質、被告石英知、ジルコン、ザクロ石類、斜長石(双品)、珪藻化石

(淡水種 Eunotia!i.刻、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多産、植物遺体 柏物珪酸体塊、粘土部

分附い

No54 : 100-240μmが多い(最大粒径2.2mm)。石英長石頬}被告石英類(微細))被告石英類〉ガ

ラス、渡灰岩賀、ザク ロ石~l、斜長石(双品) 、 1'1閃石類、ジルコン、 骨針化石胞子化石、植物珪
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酸体化石

No55 : 100-700μm jilrfまが多い(最大粒径2.0mm)。石英長石類〉複合石英類〉ガラス〉角院|石額〉

被告石英類(微細川、斜長石(双品)、ジルコン、珪務化石(不明種)、胞子化石、舶物珪酸体化石多

産、粘土部分暗い

No56 : 120-600μmが多い(応大粒径2.1mm } 。 石英長石類〉 被告石英類、極合石英~i (微細)、ガ

ラス、ザクロ石類、雲時領、角閃石類、凝灰岩賀、植物産椴体化石、粘土部分暗い

No57 : 80-700μmが多い(応大粒径2.5mm)。石英長石類〉小型雲時類〉被告石英類〉複合石英類

(微細)、角閃石類、ザクロ石類、被告鉱物類(古雲母類)、斜長石(双品)、被告雲母類、ガラス、 lii

斜輝石、放散虫化石 (2固体)、珪油化石(湖沼浮遊生指標麟群 Melosiragranulata密集、淡水層i

Eunotia属、 CymbeJJa属、不明踊)、骨針化石、胞子化石、植物桂敵体化石

地58:50-500μmが多い(J註大粒径1.5mm)。石英 長石類〉被告石英類、ガラス、雲母類、ジルコ

ン、角閃石類、斜長石(双品)、接部化石(淡水櫛 EunotiaN11)、胞子化石、植物珪酸体化石

地59: 40-3同 μmが多い (O大粒径850μm)。複合石英類{微細)>石英長石類〉被告石英類、雲時

額、ガラス、珪藻化石(不明樋)、廿針化石、胞子化石、植物珪自主体化石

No60 : 160μmー1.7mmが多い(J設大粒径2.3mm)。複合石英類(微細)>砂岩質〉斑品質〉組合鉱物

類(古雲母類)、減灰岩賀、ガラス、嵯部化石(淡水極 Eunotia属、 Eunotiabiarefel官、不明幸町、骨針

化石、胞子化石、植物珪酸体化石多産

No61 : 130-400μmが多い(応大粒径1.0mm)。線合石英類(微細)>石英長石類〉砂岩質、雲母類、

斑品質、柚物珪酸体化石

No62 : 80-700μmが多い(最大粒径1.3mm}。被告石英類(微細)>石英 長石類〉砂岩質、被告石

英類、斑品質、植物珪酸体化石

5 微化石類による粘土の分類

検討した胎土中には その薄片生而の観察から、放散虫化石や珪部化石あるいは骨針化石などが検

出された。これら微化石類の大きさは、放散虫化石が数百μm、珪藻化石が10ー数100μm (実際観察

される珪部化石は大きいもので150μm程度)、骨針化石が10-1叩 μm前挫である(植物珪酸体化石が

10-50μm前怯)。一方、砕屑性堆騎物の粒度は、粘土が約3.9μm以下、ンルトが約3.9-62.5fJ m、砂

が62.5μm-2mmである(地学団体研究会 地学事典編集署員会編、 1981)。このことから、槌物珪酸

体化石を除いた微化石軍1は、胎土材料となる粘土中に含まれるものと考えられ その粘土の種類(起

源)を知るのに有効な指際になると考える。立お、植物珪酸体化石は、堆積物中に含まれていること、

製作場では灰質が多く混入する可能性が高いなど、他の微化石類のように粘土の起源を指撚する可能

性は低いと忠われる。

胎土は、微化石類により、 a，)海成粘土(外洋成)を附いた胎土、 a，)海成粘土を用いた胎土、 b)

淡水成粘土を用いた胎士、c)水成粘土を用いた胎土、 d)その他の粘土を用いた胎土 に分類される。

以下では、分類される胎土についてその特搬を述べる。
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a， )海成(外洋成)粘土を用L、た胎土(t>b3，t>b4、出9、出42;4胎土)

Zれらの胎土中には、政散虫化石が特徴的に含まれる。出 lではこの政散虫化石が高率で出現して

いる 。 また、これら胎土中には海水腫珪21l化石や骨量|化石が含まれ、海水種珪藻化石の

Cosdnodiscus属/Thalassiosira属や 5teρhan中川崎属などが出現する。

東海地域では、放散虫化石を古むような外洋性堆積物は、瀬戸内区の中新世の地層が知られている。

これら瀬戸内区中新世(約2，300万年前-520万年前)の地層は、 三重県の伊勢地域の阿波層郡 一志

層群、知事先端部地域の師崎層群、 三河地域の設楽層群 岡崎層群などである(第63図の新第三紀中

新統)。ただし、土舵市や瑞i良市の周辺に分布する中新統の地層は、淡水性堆積物である。なお、現

在のところ、放散虫化石は阿波層群棋野合様泥岩田中において記載されている(吉田ほか、 1995)。

a，)海成粘土を用いた胎土(地22、t>b24、t>b27、t>b46; 41拾土)

これらの胎土中には、放散虫化石は見られない志のの、海水樋珪藻化石や骨針化石などが含まれる。

海水極珪藻化石は、 Coscinodiscus属/Thalassiosira腐などである。

b)淡水成粘土を用いた胎土 (t>bL 陶工 t>b6、出10、t>bll、t>b19、t>b21、t>b23、t>b28-t>b31、t>b37、

出40、出品、 陥44、t>b50-出53、地57、臨時、 t>b印;231拍土)

これらの胎土中は、淡水騒珪部化石などが古まれる。淡水積珪i革化石は、 Eutlotiabiareoferaや

Eunotia属、日'nnularia鴎や Melosiradistansなどである。なお、 t>b11やt>b28の胎土111には、 i!l沢地な

どで見られる Eunotiabiareo必raが特徴的に古まれる。

これらの珪藻化石を伴う泥質雌積物は、沖ll'I低地の堆刷物など一般的に広く分布する推劇物と考え

られる。

c)水成粘土を用いた胎土 (地7、t>b12、t>b13、出15、t>b16、出18、t>b25、t>b26、t>b33、t>b36、t>b39、

t>b41、出品、 t>b47、t>b48、出54、t>b59;17胎:tJ

これらの胎土中には、水成堆積物中でみられる珪穏化石ゃff針化石が含まれる。ただし、珪菰化石

は、破片であるためその唯積照墳を推定するととはできなL、
伊勢湾周辺に分布する東海層群(li}怯期中新世~前I9ll1!新世，約520万年前耳目-73万年前)は、 古

東海湖と呼lまれる粘土質堆積物であるが、珪務化石立どの徴化石1(1は宥『部であることから こうした

東海陪群の粘土質堆積物の可能性がある。

d)その他の粘土を用いた胎土(t>b5、t>b8、t>b14、地17、t>b20、地位、 出34、出35、出38、t>b49、t>b

55、t>b56，t>b6l、t>b62; 121胎士、2粘土塊)

これらの胎土中からは、水成環境を指標する微化石類は含まれていない。これらの粘土は、前述の

東梅層群の粘土層とも考えられる。

6 砂粒の概略組成による分類
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胎土中の大型砂粒は、正確に岩石を決定することが出来ないものの、ある程度起源岩石を推定する

ことは可能である。ここでは、泥岩質や砂岩質あるいは複合石英頴(微細[)を示す砂粒を堆積岩類、

斑品質や完品質を示す砂粒を火山岩類、複合石英類(大型)や被告鉱物績を示す砂粒を深成岩類、片

理被告鉱物1(1や片理被告鉱物類(古5~昨類)を示す砂粒を片岩類、凝灰岩質を凝灰岩類、ガラスをテ

フラとしてそれぞれ』を定した。

その結果、対皐と Lた聖書胎土中の砂粒は、大きく 5f.干に分類された(第14表).1群は、片岩類が

特徴的多く堆積岩類あるいは深成岩類などを伴う 。 11 群は、深成岩額を主体として~~~\岩類あるいは

凝灰岩類などを伴う。田群は、推積岩J類を主体として火山岩類を特徴的に古み、深成岩類や凝灰岩類

などを伴う。IV群は、堆積岩類を主体として深成岩類を特徴的に多く含む。V群は、堆fi¥岩事1のみか

ら構成される。

r:tt干の組成をもっ胎土は、No6の胎土のみである。 Ul併の組成をもっ胎土は、 22胎土からなる。III

鮮の組成をもっ胎土は、 17胎土である.IV群の組成をもっ胎土は 18胎土である。V群の組成をもっ

胎土は、 2，拍土と2粘土塊である。日群やW群に回する多くの胎土中には、深成岩類に普遍的に見ら

れるンルコンやザクロ石類を古むことが理解される。

7 その他の特徹

全体的にIìUもにパラツキがあるものの、テフラ起源のガラスが含まれる胎土が多~'0 No.24や地1な

ど5胎土中には、ガラスが高官度に古まれ、N:l42の胎土中にはガラスの密集した塊が見L、出された。

No10やNollなど11胎土中には、粒子生体の約30-50%のi剖告でイネ科の禁身で形成される柏物睦酸

体化石(，'む卜判。ゆ)が検出された。また、No40やNo44の胎土中には、この植物珪酸体化石が密集

した塊が見L、出された。

No20や出48の胎土中には、 5-30ミクロン程度の県拘色粒子が高密度で古まれ、顕微鏡下において

胎土主体が汚れたような感じを受ける特徴的な胎土である。これらは、東海層群の粘土居中に赤昧の

強い粘土がしばしば見られるが、これら粘土を焼成して顕徹鋭で観察すると同様に観察されることか

ら、こうした赤1障の強い粘土が利問されたものと推定される(藤幌、 1999)。なお、これら烈拘色粒

子あるいは肉眼的に述、昧のある粘土は、制鉄鉱の微細粒子が多く合まれるためと考えられる。これら

胎土の肉眼的な色調は、ややi暗い赤色またはピンク系の胎土である。

8 考察

a材料について

ここでは、土器胎土について粘土の樋類と砂粒の組成に分けて検討した。その結m、材料粘土では、

海成粘土 (外洋成およびその他)、淡水成粘土 ホ成粘土、その他の粘土が識別された。このうち、

放散虫化石を含む外洋成粘土を用いた胎土は、東海地域に限定Lた場合、伊勢地域や知多半島先端部

あるいは三河地域などに分布する新第三紀中新世の地防が候締として挙げられる(第63図)。これは、

材料粘土の採取地を推定する場合の有力な棋拠となり得る。なお、=れらの中新世の泥質堆積物は、

ハンマーでないと際取できないほど硬質の堆樹物であるが 2-3日ほど水漬けにすると泥化する機
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刷物である。

一方、大型砂粒の概略組成では大きく 5群が識別され、主に深成岩類や雌麟岩類などからなる E群

およびN併、主に堆積岩類から止り火山岩類を特徴的に古むITI群に属する胎土が多いことが分かった。

このうち、 E前や町群の組主は 現河川砂との比較では三重県に位位する鈴鹿川や日弁川あるいは

霊知県の矢作川主どの組成と煩似している。また、 I群の組成は、樹田川あるいは宮川などに類似し

ている。また 皿群の組成は、岐阜県の長良川や木曽川あるいは愛知県の庄内川などに類似している。

こうした状況は、直ちに製作地を特定できるものではないが、粘土材料が外洋成粘土を用い、大型砂

粒が H群に属するN:l3やN:l4あるいはN:l9、H群に腐するi'b42の胎土は、 三重県伊勢地域周辺部の可能

性が高いと考えられる。矢作ほか (1997)は、東海地域の遺跡から出土する S字状口縁台付費O類あ

るいは A~iの胎土中には、角閃石類のほかこのザクロ石~iが例外なく含まれ、 三重県 -:6"制、ら津市

にかけて流械をもっ雲山川の砂粒中の鉱物組成と類似していることから このs宇状口縁台付費の有

力な生陸地と推定している。

多くの堕胎土中には、テフラ起源のガラスが古まれている。これは、採取あるいは製作された地域

においてテプラ層が分布すると言った地質学的状況を反映している。特に出11やN:l19などでは、砂粒

以上にガラスが含まれる胎土が検出される。東海地域では、ガラスを多く含む土器として弥生時代接

持1のパレススタイル土器があり 砂粒以上に多量のガラスを含むことから(永草、1992，菱田、 1993)、

ガラスが混利材して意図的に混入された可能性が考えられる(政棋、 1997)。このパレススタイル土

端は 太陽光などにかざして見るとガラス片がキラキラと締く特徴的な土器である。S字聖書などはパ

レススタイル土器のように祭秘的要紫をもっ土器ではなく日常的立土器類であるが、これら至理類にお

いて也ガラスを意図的に混入している可能性を考えてみる必要がある。東海地域においてテフラ層は、

第四紀吏新世一新第三紀鮮新世の東海層群中に多く挟在し、岨阜県養老郡上石津町から三重県北部に

かけての地域で少なくとも25層に速し、その層厚も最大 8m弱の厚さからなる(古川ほか、 1991)。

その他の特徴として、イネ科植物の禁身で形成される植物珪酸体の化石を多く含む胎土が見られる。

東京都新市区下戸塚遺跡から出土した弥生後押l/.li耳や霊知県廻附遺跡から出土したパレススタイル壷

などでは、この植物珪酸体化石がZ和、濃度で検出される問時に、灰質械の灰色基質をもっ密集した塊

が検出されている。こうしたことは、イネ科柏物を焼いた際に出来る灰質在、土器製作時に混入した

可能性を示すものと考えられるいl'崎ほか、 1996)。佐原 (1970)は、アフリカにおける土器製作の

民俗学事例から、上部エジプトのロクロ陶工がナイルの泥に除粘剤として灰を混ぜている例を紹介し

ている(ケネーでは、粘土 lに対し1/4の灰を混ぜている)。ここで検討した土器製作においても除粘

剤して灰質を混入していた可能性が予恕される o No27やN:l30の胎土中には 先に述べたよう立植物珪

酸体化石が密集した灰質様塊が見られた。

各器随 分類ごとに見ると、受口台付費は、 2試料とも1lI群およびV群の砂粒組成をもっ淡水成粘

土からなる。くの宇費は 田郡およびV群の砂粒柑l車をもっ海成粘土、淡水成粘土、水成粘土および

その他粘土からなる。S字告書A類は、 l試料のみであるが E群の砂粒組成を也つ外洋成粘土からなる。

その他の5宇費では、 B-C類の2試料に 日群の砂粒組成を也つ外洋成粘土からなる胎土がみられ、

他に I群-v群の砂粒組成をもっ海成粘土、淡水成粘土 水成粘土およひ'その他粘土からなる。宇田
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費は、l試料がN群の砂粒姐成をもっ外洋成粘土からと主り、 nl拝~町群の砂粒組成をもっ淡水成粘土、

水成粘土からなる。なお、Na57の胎土中には、淡水成粘土と判断したが政散虫化石を 2個体古むこと

から、外洋成粘土が分布する地域と考えられる。丸底饗および平底捜では、 E群-IV群の砂粒組成を

もっ海成粘土、淡水成粘土、水成粘土、その他粘土からなる(第13量)。

b 胎土材料が示す意味

ごこでは、土器材料の特徴が示す訟昧について若干述べる。ここで検討した S宇銭出3.Na4 地9

および宇田宮型地42の材料粘土は、放散虫化石を古むよう在外洋成粘土が利問されていることが分かっ

た。一方、大型砂粒の組成は、深成岩類や堆積岩.!fj起源の砂粒から構成されていることが分かった。

この胎土の材料粘土および砂粒の特徴は、 ;e}晋群の分布する安芸郡芸濃町から松坂市北西部に至る

伊勢北部地域、阿波層群の分布する阿山郡大山田村の阿波地域、などの地質学的状況と調和的である

ように思われる。なお これらの胎土中には、ザクロ石類やジルコンあるいは角閃石類などの重鉱物

が共通して古まれている。

さらに、砂粒組成が類似する費胎土は、材料粘土が淡水成粘土や水成粘土あるいはその他粘土が利

用されている。これは、製作地の岩石学的特徴が概ね同様であるに也係わらず、利用した粘土が興な

ることを怠峠する。こうした事情は、 5字費A殺を対皐とした胎土材料の検討においても見られる

(S字聾胎土研究会、 1998)。同一層群中であって也層準(層位)によっては政散虫化石を古む陪と古

ま在い貯があることが考えられるため詳細な調査が必要であるが、 5宇費などが特定の集団により製

作されたことが考古学的に予想されることから 粘土の迎いが製作品団の遣いを反映しているなどを

考えてみる必要がある。

材料粘土の検討は 微化石類の記載により数随類の水成粘土が利用されたことが明らかに止りつつ

あるが、如何止る地域に分布する地層(堆積物)を利用したかは今桂詳細に調査する必要がある。放

散虫化石を古むよう在外洋成粘土を利用 した胎土は、その材料の地質学的状況を把躍することにより、

採取地の候補などについてより辞細に検討できる色のと考えている。
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第10表材料の検討を行った欝および粘土塊

器種の分類

TS 城之内遺跡市調査会

HZS 械之内遺跡市!ll業団2次
郎 城之内遺跡市教委2次

YS2 城之内遺跡市教委3次
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図版10 J器胎土中の粒子顕微鏡写真(1)(スケール， 1-7 : 50μm. 8 : 2凹μm)
l 睦部化石U~nnularia 属)地22 2珪帯化石(Neidium属)地22
4睦ピ剥ヒ石(SteplwJlopyxis廊)1<11 5綾部化石(51叩!J剖OpyXlS属?)出1

7珪穏化石(Coscinod町田凪jThaJassiosira踊)1<11 

3珪藻化石(Eunotiabiar;回目enu出22
6珪部化石(51叩l沼田'pyXJS鴎?)出1
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図版11
l 廿針化石出26
4 肱散虫ft石 出l
7 政敵虫化石 ~ I

上部胎上'11の粒子顕微鏡写W(2)(スケール 1-8 印 μm)
2 肱散虫化石 ~6 3 政敵虫ftji ~ 1 
5 位散出化石地26 6 珪諜化石 ($tephmlO，ρ~IS属?) 出6
8 斜方輝石r-b15
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図版12 土器胎上qlの粒子顕微鏡写真(31(スケール 1 .2"曲 μffi.3: lmm、4-8:200μn1)
l ジルコン出24 2 ザクロ石間地24 3 醐合石英罰 1¥)1
4. H型間合石ililJ1 1¥) 3 5 斑日質 1¥)7 6 状況 1b24 
7 梢物珪酸体!と石魂 出27 8 ガラス魂 地26
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付 章

第 l節 土号制古土材料とその見方

藤取久(パレオラポ)

l はじめに

土器は、その形態やその製作技法」の特徴など考古宇的な記献が行われ、土器が持つ地域性はもと

より 土器の端年や他地域の土器との関係などが盛んに諭じられている。一方、材料についての考古

学的記載は、土器の粘土部分の色調や混和材の入り方などについての記載がなされているに留まって

L、る。ここでは 土器を形成する胎土に関する自然科学的分析の問題点や現状について触れ、肉眼的

な胎土記載の重要性や者目点在どについて述べたL、

2 材料に閲する問題と現状

土器を形作る粘土や混和材立どは一般的に胎土と呼ばれている。自掛科学的な分析として土協の胎土

分析が行われているが、混和する砂粒の特徴を淵べる鉱物岩石学的な方法と化学組止を澗べる地球化

学的方法などがある。これらの分析は 土器の胎土材料の特徴を淵べると言うよりは、これらの特徴が

示す地域性を言い当てると吉った感が強く 、止器の生産地推定を目的とした内官が大半である。しかし

ながら、土端胎土の鉱物岩石学特徴あるいは化学的特徴から 如何に地域を特定するかについては、

方法論も古め実に陵昧であると言わざる得なL、それどころか、土器胎土自体の特徴ですらが十分澗べ

られることがなく、すなわち利用した粘土の組trLi.日制I材の楢類やそのftlなどは不明のままである。

112近、 土器薄片を顕微鋭観察すると言った初接的な方法により、使用した材料の特徴について明ら

かになりつつある (1t:崎ほか 1996 ;藤桜 1997など)。こうした調査 分析から、弥主土器あるい

は古噴土師i帯主どの材料として、海成粘土や淡水成粘土と言った水成起源の粘ニt材料が多く利用され、

概ね8出l近い土器に見られることが分かつてきた(磁棋ほか、 1998主ど)。また、この水成粘土以外

では断層破砕枯に形成される断層粘土を111'、た縄文時代後期生駒西腿産土器が知られている(牒胤

小坂、 1997)。このま駒西館産土器(河内の土;出とも呼ばれている)は、チョコレート色を呈する胎

土をもち、他の土器と肉眼的に容易に{識別できる土器である。この生駒西館長EニL捺胎土中には砂粒が

特徴的に多く含まれているにもかかわらず、 この時代の土端としてはか止り薄手の土器であることか

ら、この断層粘土が接着目にi量れた材料であることが埋併される。なお、この生!IIl西麓産土器胎ニt中

にはjFZの砂粒が含まれているが、破耳再構造をもっ粒子が多いことから混和材としてではなく 、破砕

11?において形成された砂粒物そのものを古む粘土質材料が利用されたことが考えられる。

このように 材料あるいは材質而からのアプローチは、 材料の選定や製作技法と言った本来土器形

成に係わる盟主l事項と考えられ、考古学上記述されている製作技法と密接な開帳にあるものと考える。

胎土材料についての特徴記載は、土器研究における新た立展開を担うことが期待される。
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3 土器材料の重嬰性

須?J.{器などの穴窯を川いた窯草地を眺めると、必ずと宮っていいほど凪質の粘土が分布する地峨で

あることが容易に担解できる(中村、 1992など)。例えば、 東海地域のlMlJ:a需やl;iif1i%では新第三紀

鮮新統東海府間矢田/11M (約520-1臼万年前)の粘 l照が利川され、瀬戸熊や2陸部窯では新第三紀怯

191中新統~鮮新統東海層併の瀬戸陶土層あるいは 上岐口附土師の粘土師が不1)川されている。一方、美

濃m衛窯では中生代ジュラ紀(約2億年-1 1f!4，5田万年iiij)>>1)比ユニットの硬貨砂岩層分布域に成立

するが.小谷内の低地部の泥Jt堆刷物を利川していることが理解される(蝉脱 1998).こうした古

鳩時代以降の比較的新し l 、時I~の大規模生産地における焼き物材料は、資源として限定された材料を

利用 していることが血桝できる。

こうした事情!;l， m恵比1生産以前の比較I1糾肢のよきいとされる土器作り、例えば土師器生産など

について重嬰な示唆を与えてくれる。東海地域では、員炊きの道具として非常に薄手作りの5宇状口

雄台付塑が知られている(赤塚 1田6).このS字状口縁台付費(多くがA矧に分知)の胎土材料は.

政散虫化石を特徴的に合む外洋成粘土をJIIいた胎土が全体の約30%，淡水成粘土を利mした胎土が全

体の約56%などであり 水成起源の粘土をHlいた胎土は、実に主体の約87略に漣することが分かつて

きた(疎幌、 1998).一点、 51m類の起源の典主る粘土を附いた胎土が識別されるものの、古まれる

砂粒はかなり類似した組成であるごとから、製イ下地の特定は別問題としてもかなり限定された地域で

採取あるいは製作されたことを示す可能性が高い.なお、肱散虫化石を古むl肋1がl瑚速していること

から、外洋成粘土を川いた胎土以外の5字状口縁台付費胎土もこうした特徴的な粘土が分布する地域

あるいは隣膿域における粘土を利用していたことが予怨される。

さらに、この政散虫化石を古む粘土層は 地史的に新第三紀111新世(約2.3曲-520万年前)の地層

であることが推定されるが、現地調査においてか止り硬質堆刷物であることが分かっている。これら

の雌刷物は、ハンマーを川いないと際取でき立いほどの硬い~H\l物であることから 止器製作におい

て山桜こうした堆相物を利川したとは考え難い。 ~!主、長濃須術í%は 111生代の硬貨砂泊分布域に成立

するが、小谷内の低地部に泥質堆積物が見られることから 焼き物材料として利川された可能性が高

い(平成 1 0年度(1(0 舵申 ll;~文 Jtl!t保護センターによる砂行遺跡の調査) . こうした状況から、 S宇

状口縁台付曹の製作も、この新第三紀中新世泥質堆般物が分布する谷内において、低地部の泥化した

堆刷物が採取された可能性が考えられる.

なお、こttttに利川された材料粘土が特定の地層に対比された場合、 製作地ではなく 際収地として推

定されるが 核当する地層分布域が粘土材料の採取地と定殺される。

4 肉lal観察による材料;譲別の 例

，"，溢焼成された須M¥器立どは、穴窯をmいて還元焼成されるため官灰色の硬貨焼き物となる場合が

多いが、 比較的低泊で焼成れた土師器も焼成温度により色淵に遣いがあることが予想される。すなわ

ち、同綿の外洋性粘土を川いた土器であっても断而は灰色系や補色系あるいは出色系の胎土など色測

の@いが兄られる。ただし 使JIIした粘土材料の特徴による述い(鉄分が多いなど)も関係すること

が考えられる。例えば 赤色呆あるいはピンク呆 t捕の巾には、薄片による顕微鏡観紫において、胎
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土全体を汚すような以初色微細粒子が高官度で入る胎土があるが、これらはす、峠の強い粘土を焼いた

場合に同様に児られることから、こうした赤色粘土を利用していることが推定される(聴取、 1999)。

ところで古地時代の費矧の断面を飢探すると(聴取 古柿 1998)、中黒のサンドイツチ構造が見

られる場合がある。材料粘土を調べた結架と照合すると、淡水成粘土を閃いた胎土は、 w昧の噛n、ιl'

品!サンドイツチ構造が顕著である場合が多い(図版13-12)。また 外洋成粘土を用いたj拍土也、淡水

成粘土ほどではないが中烈サンドイツチ構造が児られる(図版13-34)。一方、干潟成粘土を閃いた胎

土は この中 ~Uサンドイツチ構造は例外なく児られない(図版13-5 6)。さらに、外洋成粘土や淡水成

粘土を問いた胎土の断而では、肉IU!的に容易に確認できる大きさの空洞が見られるが、干潟成粘土を

閃いた胎土においては こうした空洞は認められずむしろ鍛密で木目が細かL、。こうした中mサンド

イツチ構造は、元の材料粘土に含まれる有機質分が十分熱せられないために炭質陪として現れるもの

と考えられる。ただし 野焼き実験において確認される ~U斑現晶と 1"1械の原因により形成される可能

性も考えられる。なお、干潟成粘土をfIlいた胎土は木目が細かく級官であることから、見!斑現畠が

胎土内部まで及ばないためとも考えられる。このm斑現皐と材料との関係も興味深いテ マの一つ

である。

東海地域には 赤彩を施したパレススタイル土器がある(安城市歴史問物館、 1994)。このパレス

スタイル土器は、その胎土材料を前べると、 ったきく砂粒分が世なく木目が細か主胎土と砂粒を比較的

多く含む胎土に分類される(例えば膝棋 1997)。このうち砂粒分の少ない胎土は 干潟成粘土を用

いている場合が多く 、 かつガラスが~illに古まれると言った特徴が普遍的に児られる(古崎 藤線、

1998など)。このタイプのパレススタイル土器は、太陽光に摘すと雲母の輝きに比べやや鈍いものの

キラキラと輝く独特の雰囲気をもっ土器である。ガラスが多誌に古まれることと干潟成粘土であるこ

ととがかなり相闘が高いことから、材料について間接的に知ることができる。このタイプのパレスス

タイル土器は、砂粒が非常に少なくそれ以上にガラスを多誌に含むことから、ガラスがi見和材として

混和された可能性が考えられる。

なお、同級に弥生時代桂}聞の方形周渦主主に付随して出土する加飾壷もこのパレススタイル土器胎土

の特徴に且く似ている(たとえば古縞 牒桜、1998)。両者の土器は、材料的に類似することから、

製作地が|司じである可能性が高いと考えられる。

5 おわりに

土器胎土の材料についての検討は、ここで述べたように今桂の土器の製作技法を考える上で重要な

検討事項と考えている。ここで示した中期サンドイソチ構造による材料の手がかりは、ほんの一例に

すぎないものと考えており、材料のみならず技法についての手がかりを知るためにも、今怯験討しな

ければならない事柄と考えている。土器を形成する材料である粘土や混*1材などは、製作する際の技

法に大きく関係したことは間違いない。

なお、ここで示した断面観察のほか、より完形に近L、土器の生断而鋭擦を行うことより、例えば粘

土のつなぎ部分の両主訟や混和材のil話相状態の観察立ど、 技法に闘する有益なれ報が得られるものと考

えている。
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図版13 起源の興なる粘土を川いた胎土断面および者間の実体顕微鏡写真

l 沼沢成粘土を附いた胎土断面 (今宿遺跡207塑A2) 2 沼iR成粘土を用いた胎土断面(今市追跡207聾A2)
3 外洋成粘土を11/，、た胎土断面(今宿泊跡3叩塑C2) 4 外洋成粘土を用いた胎土断面(今市過跡350曹C2)
5 司潟成粘土を11/，、た胎土断面 (今市遺跡415塑A4) 6 干潟成粘土を用いた胎土断而(今前週跡415聾A4)
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第 2節城之内逃跡試掘調査出土巡物

ここで紹介する遺物は、(!吋)舵阜県文化財保護センターが平成 7年度に行った試掘調査で出土L

たものである(試掘調査地点は第 i 図を書!!~O 。

1-6は試掘坑Bの粘土混じり砂層から出土したものである。lは天目茶嗣で内外而に鉄利を施す。

古瀬戸の怯1Il19Iの時間lが与えられる。2は山茶碗で器おが低く、脇之1;.)3号紫式段階の時19Iが与えら

れる 。 3 は中国の官臨嗣の底部で台i歪6. 6cmをはかる 。 4-6 はかわらげで、 5 は中 I~前聞のもので

ある 。 内底部に一方向ナデを施し体部を横ナデする M4 類である。 7.:i 7.1iは低く、f.ii~は薄い。 体部外

而の横ナテは丁寧ではな L 、。 法i止は口径が9.1 cm、器7:'~ は 1. 5cI1l をはかる 。 6 は内面一方向ナデ 、 外而

は賄剥盤で指頭圧痕などによるml凸のある CI類である。外而には接合仮が児られる。法i止は口径が

9.6cm-1O.5cm 協同が2.1c加をはかる。4は中世後期のかわらけで、皿形を呈する B2類である。器

壁は厚く、横ナテ・は口縁部の外面にも施している。

7-11は試拍i坑Aの褐色砂質土府から出土した。 7は山茶腕、 8は中国の背磁、 9-11はかわらけ

である。9は6と同様CI類である o 10'11はB2類である。外而には横ナデは兄られない。

現在のところ1¥'14~Iは山茶碗編年の大却!大洞 4 号窯式新段階以前で、 CI 類は大畑大洞 4 号紫式新

段階から脇之島 3号紫式段階、生旺12号紫式段階に存在が確認できる。M4類のかわらけの出土数は

少なく、畦阜市内では械之内遺跡のほかは.ji1~l城千世敷遺跡で出土しているだけである。

11E怯に、試掘調査を拙当され、資料を提供していただいた千牒克吾氏に記して謝意を表します 。
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第66図 試掘淵査出土遺物実測図
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図版14

)-3区発捌l昨風景(東から)

4区発則前風景 (!，uから)

5-6区発掘前風景(荒から)

9-8区発掘前風景はじから)
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図版15

l 区上層~1f"後全景("1;拍D l区下府発掘1主主罰 {空UD

2区上層発倒i系金景(空品D 2区下府発冊ii量生盟(東から)
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図版16

21i<.J .3IXA-G土止望尭編後全長 Oj[から) 3 区 E-N _~下層発J極陸全ft (空晶!)

4区A-G発拙i量生景 cm:から) 4区H-K先制怯全f;t(3JEから)
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図版17

5区A-H発捌f量生1:t(東から) 5区 J-N発編後令官t(車から)

5区M-P発射後全世(東から) 6区A-N発制f量生:i:t-OJ!から)
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図版18

自灰 R-I括揃¥'1;量生景(北から) 9区A-F発捕後生景(南から)

l区矢板打ち込み作車(西から)

7区試府風景(f軒から) 岐阜師範学校記念樹(つぶら打u将柏(固から)



- 165 -

図版19

SK2半銭(西から) 日区西壁 l層(商から)

9区H陪遺物出土状況(西から) 58]完堀(北から)

5B2完楓(南から)

~.~む懸念 |

Ss2i!!i但迎土中の遺物出土状況(東から) SB3完揃i(評判、ら)
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図版20

S B 31軒 11li1~並土中の土*"1.1\土状況(東から) SB3沼物出土状況

SR4掛士而の断而(耳fから) P20半戯途中 ClIrから)

F 

P21半載途中(雨から) S X20検出状況

SB3に伴う石組4検出状況{商から) SD2'SX6 (2区F-H)完堀(凶から)
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5 0 2 lI!ii(，; (班から)

2区M-F下層買揃f安全世{西から)

6区A発倒桂全xt(凶から)

5R3検出状況 Ufiから)

図版21

保笈吋fJMLF l
Ij嬬 v 釘 |
/ . ¥ .¥1 
502泌物11¥土状況(短刀)

5 X25付近の遺柵完堀 (商から}

5 K46磯検出状況

50l完堀(仲間から)
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図版22

504 (4区M-P)完腕(点から) 504断lfii

506 西端部分 o~rから) 506 (4区A)断而(凶から)

506消ほより主銅製銚子l1I-l状況(近世) SD6i'i暗低より宣銅製鏡子111上状況(商から)

507下層遺物Il'.t状況 507-F防遺物111上状況[西から)
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S D 7下M遺物I.lUこ状況

507下層遺物lU上状況

SDll;ie刷

SXI付近の完掛 OJ!から)

図版23

507上府遺物出土状況(完形かわらけに¥!l1'1l

5DIO完堀 (5D 7に切られる) (車から)

. "令_.-，-・4hds
5 X 1織の検出状況t<tから)

5XIS.5RS検出状況(南から)
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図脹24

S X18火葬慕第2次検出状況(南から) S X18火報誌内の大脳1'[? IIH:j，i:兄

S X 18火弊慈の炭化材サンプJレ保取(西から)

S X 18火葬墓第3立検出状況(南から) S X 19遺物出土状況(jj(から)
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図版25

S X 191朽北トレンチ(断ち制り上層) ()j(から) 5 X 19 (イ 1縦14のIt側)遺物出土状況(砕ーから)

5 X28横山状況(中央を 5D4が民く )(商から) 石組 1検出状況

石組2検出状況 石組5検出状況(南から)

51検出状況 52検出状況
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図版26

53検出状況(阿から 53半般状況(北東から)

.- "j;'、.

5 4抽出状況(i事Iから 5R 1 (1 ;x)抽出状況(向から)

5 R 1 (2 ;x)検出状況(刊から) 5 R 8検出状況 (，軒から)

5 X 13完掛(東から) 5 X 13¥V完燥!(聞から)



- 173 -

図版27

S X 13¥Vi1l物I.lU:状況 cw:から) Hl 耕作1m(商から)

H2南側腕作[而 {班から) H2北側脱作Tfii(!京から)

SVl検出状況 (車から) SEl検出状況 (平成7年度)(西から)

SEl半政状況 (平成7年度)(北から) SEl発掘途中 (平成8年度)(西から)
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図版28
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図版29
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図版30
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図版31
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図版32
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図版33
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図版34
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城之内遺跡

ー北町据回線 宮口町高見線街路事業に伴う緊急発描澗査一

平成11年3R

発行岐阜市教育番目全

岐阜市今沢町18帯地

印刷抹式会社岐阜文芸祉

舵r;1111三輪~，りんとぴあ 13番地
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